
302 

|
|

「民
衆
敬
育
」
か
ら

「抗
戦
敬
育
」

園
民
政
府
に
よ
る
電
化
教
育
政
策
と
抗
日
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

は

じ

め

に

一
電
影
数
育
、
播
音
教
育
の
導
入

二

敬
育
部
に
よ
る
全
図
的
な
電
化
数
育
の
賓
施

(
二

枇
曾
教
育
の
重
視

(
二
)

日
中
戦
争
勃
設
の
影
響

三

重

慶
遷
都
後
の
「
抗
戦
数
育
」
の
導
入

(
一
)

図
産
数
育
映
童
制
作
へ
の
シ
フ
ト

つ
乙
播
音
敬
育
の
再
開

四
矯
音
教
育
の
重
結
化

五
大
戦
下
の
巡
廻
メ
デ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン
ト

(
一
)
巡
廻
工
作
へ
の
傾
斜

(
二
)

電
化
数
育
政
策
の
遅
延

お

わ

り

に

貴

志

俊

彦
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lま

じ

め

(
1
)
 

一
九
三

0
年
代
、
中
華
民
国
、
そ
し
て
日
本
で
も
、
映
書
一
と
ラ
ジ
オ
は
ニ
ュ

l
・
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
登
場
し
た
。
こ
れ
ら
の
メ
デ
ィ
ア
は
、

ま
も
な
く
娯
楽
、
商
業
宣
停
、
政
治
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
し
て
の
装
置
の
ほ
か
、
曲
学
校
数
育
や
祉
曾
教
育
に
お
い
て
も
有
数
な
メ
デ
ィ
ア
で
あ

ゴ
ネ

マ

ラ

，ノオ

る
と
の
認
知
を
得
た
。
こ
の
二
つ
の
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
数
育
メ
ソ
ッ
ド
が
電
影
数
育
と
播
音
教
育
で
あ
る
。

一
九
三
六
年
、
数
育
界
の
名
士

(
2
)
 

が
討
論
し
て
、
こ
の
二
つ
を
統
合
す
る
概
念
と
し
て
「
電
化
数
育
」
と
い
う
名
稀
が
制
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
教
育
部
は
電
化
数
育
を
全
園
的

に
{
貫
施
す
る
べ
く
各
地
方
政
府
機
関
に
働
き
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

す
で
に
拙
稿
に
お
い
て
、
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
ラ
ジ
オ
放
迭
政
策
を
め
ぐ
る
政
権
聞
の
措
抗
関
係
を
と
り
あ
げ
、
な
か
で
も
重
慶
国
民

(
3〉

政
府
の
園
民
黛
中
央
宣
惇
部
に
よ
る
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
放
迭
を
詳
細
に
跡
苧
つ
け
た
。
こ
れ
に
封
し
、
本
稿
で
は
、
数
育
部
及
び
地
方
の
数
育
機
関

が
賓
施
し
た
電
化
敬
育
の
施
数
過
程
を
は
じ
め
、

日
中
戦
争
勃
震
を
契
機
と
し
て
電
化
敬
育
が
「
民
衆
数
育
」
か
ら

「
抗
戦
数
育
」

へ
と
聴
換
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し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
目
的
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
そ
の
内
容
を
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
電
化
数
育
を
取
り
上
げ

る
こ
と
自
瞳
に
も
あ
ろ
う
が
、
さ
ら
に
重
要
な
黙
は
抗
戦
姿
勢
を
強
め
た
重
慶
園
民
政
府
の
政
治
的
特
質
を
数
育
、

メ
デ
ィ
ア
と
い
う
覗
角
か

ら
探
る
こ
と
に
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
現
在
の
中
園
で
は
、
こ
の
時
期
の
電
化
数
育
を
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ

l
数
育
の
源
流
と
位
置
づ
け
て

(
4
)
 

い
る
に
す
、
ぎ
ず
、
抗
戦
下
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
数
育
に
果
た
し
た
政
治
性
を
捨
象
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
う
し
た
課
題
に
封
し
て
本
稿
が
依
擦
す
る
史
料
は
、
中
圏
第
二
歴
史
槍
案
館
所
菰
の
数
育
部
槍
案
を
中
心
と
し
て
、
こ
れ
と
重
慶

市
檎
案
館
の
関
連
棺
案
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
の
存
在
に
よ
っ
て
、
電
化
数
育
の
成
立
か
ら
戦
後
に
い
た
る
ま
で
の
全
貌
と
そ
の
意
義
を
検

誼
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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電
影
敬
育
、
播
音
敬
育
の
導
入

一
九
二
九
年
春
に
無
錫
の
省
立
江
蘇
数
育
皐
院
が
初
め
て
電
影
数
育
を
導
入
し
た
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
、
映
霊
が
事{5
)
 

校
教
育
、
民
衆
教
育
の
ほ
か
、
枇
合
目
衛
生
や
農
業
等
賓
業
数
育
に
利
用
慣
値
が
高
い
と
唱
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
影
響
さ
れ
て
の
こ
と
だ
っ
た
。

中
華
民
国
に
お
い
て
は
、

一
九
三
0
年
代
初
頭
、
教
育
映
霊
は
少
な
か

っ
た
が
、
そ
れ
で
も
金
陵
大
祭
理
撃
院
、
鎮
江
民
衆
数
育
館
、
徐
州
民
衆
敬
育
館
等
で
も
映
書
一致

育
が
賓
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
江
南
地
方
を
中
心
に
芽
生
え
た
電
影
教
育
が
全
固
化
し
た
の
は
、

一
九
二
二
年
二
一
月
一
日
か
ら
約
二
ヵ
月
間
、
園
際
連
盟
中
園

教
育
考
察
圏
(
叶

r
zお
5
0『
Z
5
0
5
2
二
Z
F
2
5
0『

Ecszoロ
H

ロ

2

5
ω)
が
訪
中
し
た
の
を
契
機
と
し
て
い
た
。
こ
の
考
察
園
が
上

海、

北
京
、
天
津
で
行
っ
た
調
査
、
講
演
、
そ
し
て
上
映
舎
が
輿
え
た
枇
舎
的
反
響
に
注
目
し
た
い
。
闘
員
の
一
人
と
し
て
参
加
し
た
イ
タ
リ

ア
国
立
敬
育
電
影
館
館
長

A
・
サ
ル
デ
ィ
氏

(〉

e
r
HE
は
、
上
海
の
国
際
科
問
晶
子
枇
、
震
日
一
大
挙
、

中
法
工
拳
院
、
中
法
大
祭
薬
科
、
法
蘭
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西
市
直
高
等
官
尋
校
、
さ
ら
に
蘇
州
の
農
業
皐
校
、
王
氏
問
晶
子
校
、
東
呉
同
学
校
等
を
視
察
し
た
。
さ
ら
に
翌
年
一
月
に
は
、
北
卒
の
園
立
北
卒
大
撃
、

数
舎
大
向
学
、
協
和
醤
校
、
天
津
の
南
聞
大
撃
で
、
氏
が
属
す
る
イ
タ
リ
ア
の
園
立
数
育
電
影
舘
で
撮
影
し
た
映
董
を
上
映
し
、
あ
わ
せ
て
講
演

を
行
っ
た
。
ま
た
、
考
察
圃
は
、
張
撃
良
の
顧
問

G
・
ド
ナ
ル
ド

S
E
E
-色
、
財
政
部
長
宋
子
文
、
数
育
部
彰
百
川
、
南
関
大
挙
印
字
長
張

伯
苓
等
に
も
曾
見
し
た
。
こ
う
し
た
有
力
者
が
映
霊
に
興
味
を
持
つ
こ
と
と
な
り
、
そ
の
後
の
数
育
映
重
推
進
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
た

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
賓
際
、
こ
の
考
察
園
が
示
し
た
政
府
系
の
電
影
事
業
機
関
、
撮
影
機
関
の
設
置
、
普
及
機
関
と
し
て
の
電
影
巡
廻

圏
、
挙
校
や
商
業
映
董
舘
の
重
覗
等
と
い
っ
た
モ
デ
ル
は
、
そ
の
後
数
育
部
等
が
電
化
敬
育
政
策
を
推
進
す
る
な
か
で
具
程
的
に
賓
現
し
た
も

の
ば
か
り
だ
っ
た
。

こ
の
考
察
園
の
訪
中
か
ら
半
年
た

っ
た

一
九
三
二
年
七
月
、
南
京
に
中
園
教
育
電
影
協
舎
が
成
立
し
た
。
同
協
舎
の
「
章
程
」
に
よ
る
と
、

震
足
の
主
旨
は
、
「
映
書
一
を
研
究
、
活
用
し
、
数
育
を
補
助
し
、
文
化
を
宣
揚
し
、
数
育
映
書
一
事
業
の
護
展
を
援
助
す
る
」
こ
と
に
あ
り
、
活



動
資
金
は
曾
員
が
納
入
す
る
入
曾
費
一
元
、
年
舎
費
二
元
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
な
さ
ら
に
、
「
電
影
の
数
育
化
、
数
育
の
電
影
化
」
を
目
的

と
し
て
、
国
産
映
書
一の
制
作
に
重
貼
が
お
か
れ
た
。
協
舎
の
常
務
理
事
だ

っ
た
陳
立
夫
は
、
こ
の
協
舎
が
負
う
べ
き
使
命
と
し
て
、
理
念
的
に

は
「
民
族
精
神
の
護
揚
、
生
産
建
設
の
奨
働
、
科
皐
知
識
の
扶
植
、
革
命
精
神
の
護
揚
、
園
民
遁
徳
の
確
立
」
と
い
う
五
項
目
を
あ
げ
、
賓
践

的
に
は
文
化
的
な
国
産
数
育
映
董
を
制
作
す
る
こ
と
を
掲
げ
た
。

翌
年
二
月
、
ロ

l
マ
を
擦
黙
と
す
る
園
際
連
盟
国
際
敬
育
電
影
協
舎
は
、
数
育
映
董
フ
ィ
ル
ム
を
各
園
聞
で
自
由
に
往
来
さ
せ
る
と
の
規
定

の
も
と
に
、
中
国
と
の
合
作
を
希
望
し
、
中
園
教
育
電
影
協
舎
を
中
園
側
の
代
表
機
関
と
し
て
認
定
し
た
。
中
園
教
育
電
影
協
舎
は
、
首
都
南

京
を
活
動
操
貼
と
し
、
上
海
、
杭
州
、
青
島
、
済
南
、
昆
山
に
も
そ
の
分
舎
を
設
置
し
て
活
動
を
庚
げ
た
。
瑳
足
の
年
一
九
一
一
一一一
一年
五
月
に
は

南
京
で
第
一
回
の
年
次
大
舎
が
開
催
さ
れ
、
慮
溝
橋
事
件
勃
護
ま
で
毎
年
五
月
に
大
舎
が
開
催
さ
れ
た
。
第
二
回
は
上
海
、
第
三
回
は
杭
州
、

第
四
回
は
無
錫
、
そ
し
て
第
五
回
が
再
び
南
京
で
開
催
さ
れ
た
。
中
回
数
育
電
影
協
舎
は
園
産
映
書
一の
普
及
を
は
か
る
た
め
、

一
九
三
三
年
と
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一
九
三
四
年
に
園
産
映
董
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
た
。
協
曾
自
ら
が
撮
影
し
た
一
七
本
の
数
育
映
董
に
は
、
「
首
都
風
景
」
「
西
湖
風
景
」

「
開
封
」

等
の
風
景
映
輩、

「醤
油
」
「
調
味
粉
」
「
開
採
煤
破
」
「
打
泡
製
造
」
「
搭
次
元
」
「
破
璃
儀
器
」
「
紫
砂
器
」
「
造
紙
」
「
陶
蛮
」
「
輩
糸
」

「
底
皮
之
製
造
」
等
の
産
業
映
董、

「
農
人
之
春
」
「
中
園
罷
育
」
「
防
毒
」
等
の
枇
倉
教
育
映
董
が
あ

っ
た
。
教
育
部
は
、
こ
れ
ら
国
産
映
董

に
加
え
、
協
舎
が
ア
メ
リ
カ
等
か
ら
輸
入
し
た
六
三
種
の
映
董
を
各
省
市
の
数
育
廃
に
配
給
し
た
。
さ
ら
に
、
協
曾
は
第
一
回
園
際
教
育
電
影

曾
議
に
参
加
し
た
と
こ
ろ
、
朱
英
が
大
舎
副
曾
長
に
選
出
さ
れ
、
出
品
作
「
農
人
之
春
」
が
特
奨
を
獲
得
し
た
。
こ
れ
を
機
に
中
華
民
国
の
数

育
映
重
は
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
り
、
「
中
園
龍
育
」
等
が
欧
米
各
地
で
上
映
さ
れ
た
。
中
園
教
育
電
影
協
舎
は
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
ィ

(
日
)

タ
リ
ア
三
園
の
数
育
電
影
機
関
と
敬
育
映
董
の
交
換
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
、
園
際
的
な
文
化
交
流
を
促
し
た
。

こ
の
時
期
、
電
影
敬
育
は
全
図
的
な
琵
展
を
目
指
し
た
と
は
い
え
、
江
南
地
方
、
と
く
に
南
京
と
上
海
が
中
心
だ

っ
た
。
と
く
に
南
京
l
上
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海
、
上
海
|
杭
州

寧
波
、
南
京
|
蕪
湖
、

安
徽
省
中
部
の
四
本
の
銭
遁
沿
線
地
域
に
限
ら
れ
て
い
た
。
江
蘇
省
で
は
、

育
臆
令
に
よ

っ
て
、
省
立
江
蘇
数
育
挙
院
に
映
寓
機
、
護
電
機
、
撮
影
機
等
が
揃
え
ら
れ
、
そ
の
後
二
年
間
に
三
五
O
回
あ
ま
り
上
映
を
行
い
、

一
九
三
四
年
秋
の
数



306 

総回数 例・ 1936年

l月 2月

大撃 21 。 3 

準
じ|コ皐 198 5 13 

小象 811 26 109 

校 その他 23 12 2 

1.053 43 127 

大拳 21 。 3 

上 中祭 201 5 13 
映 小肇 915 26 129 
回
数 その他 25 12 2 

1.162 43 147 

大祭 10、222 2.760 1.620 

観
中祭 84.501 12.900 6.562 

衆数
小撃 363.476 72.400 60.120 

その他 79.630 88.060 190 

言十 537.829 176.120 68.492 

上海巡廻数育電影統計表 1

[注] 活動は1935年2月から1936年2月まで。た
だし. 7 -8月の夏休みと翌年1-2月の冬休
みは除く 。

[出典] 徐公美「一年来之上海電影教育J(r中図
教育電彩協曾第五周年合特干IJJ1936年.61 
頁)。

約
三

O
高
人
の
観
衆
を
集
め
た
。
こ
の
肇
院
は
、

「
江
蘇
省
第
四
回
運
動
曾
」
、
「
五
十
六
年
痛

史」、長

空さ
ら
2に
長z
fヌ
敢等
りを
組理
み2影
、)し

修
正
版

一
九
三
六

年
に
は
全
園
で
最
初
の
電
影
庚
矯
専
修
科
を
開

(
日
)

設
し
た
。
ま
た
、

一
九
一

O
年
に
成
立
し
た
メ

ソ
ジ
ス
ト
系
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
金
陵

大
向
学
は
、

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
基
金
や
数
育
部
の

補
助
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
理
的
学
院
は
電
化
教
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育
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
。
例
え
ば
、
問
的
晶
子
院

し
て
数
撃
、
物
理
撃
、

化
撃
、
生
物
筆
、

が
撮
影
し
た
フ
ィ
ル
ム
は
、
研
究
分
野
を
反
映

(M
)
 

工
的
晶
子
等
に
閲
す
る
も
の
で
、

こ
の
分
野
の
撮
影
に
著
し
い
成
果
を
遂
げ
た
。

巡
廻
式
の
電
影
数
育
も
行
わ
れ
た
。
表
一

は、

一
九
三
五
年
二
月
か
ら
一
年
間
、
上
海
の
撃
校
を
巡
廻
し
た
際
の
統
計
で
あ
る
。
上
映
回
数

は

て
二
ハ
二
回
に
の
ぼ
り
、
延
べ
五
四
蔦
人
弱
の
観
衆
を
動
員
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
巡
回
の
中
心
は
、
小
挙
校
で
あ
り
、
上
映
回
数
、

観
客
数
も
突
出
し
て
い
る
。

ま
た
、
安
徽
省
で
は
、

一
九
三
六
年
に
全
省
民
衆
数
育
輔
導
匿
を
巡
廻
放
映
匿
に
改
め
、
安
慶
、
蕪
湖
、
昨
埠
の
三
つ
の
民
衆
数
育
館
が
巡

廻
上
映
を
檎
営
回
し
た
。
播
音
教
育
に
闘
し
で
も
、
行
政
督
察
専
員
匿
を
一

O
の
播
立
回
数
育
指
導
直
に
改
め
た
。
同
省
で
は
、
巡
廻
上
映
の
た
め

に
、
教
育
部
か
ら
支
給
さ
れ
た
「
首
都
」
「
園
貨
年
」
「
五
十
六
年
痛
史
」
「
皮
底
之
製
造
」
「
青
島
風
光
」
等
八
本
の
映
書
一
と
、
他
か
ら
購
入
し

た
二
O
本
の
映
董
、
二
九
枚
の
レ
コ

ー
ド
と
、
映
窮
機
三
蓋
、
震
電
機
二
蓋
等
の
機
器
が
用
意
さ
れ
た
。

一
九
三
七
年
三
月
か
ら
数
育
映
董
の



巡
廻
上
映
舎
が
行
わ
れ
、
第
一
巡
廻
放
映
直
で
は
合
肥
、
太
湖
等
一
九
豚
を
封
象
に
三
二
回
、
第
二
直
で
は
蕪
湖
等
二

O
の
豚
で
九
六
回
、
第

三
直
で
は
鳳
陽
等
二
二
燃
で
三
回
と
い
う
結
果
だ
っ
た
。

新
し
い
教
育
メ
ソ
ッ
ド
と
し
て
、
映
書
一
と
と
も
に
ラ
ジ
オ
も
注
目
さ
れ
た
。

一
九
三
五
年
六
月
、
「
装
設
無
線
電
牧
音
機
嫌
法
大
綱
」
の
護

布
と
と
も
に
、
全
闘
の
中
等
皐
校
及
び
民
衆
数
育
館
は
、
ラ
ジ
オ
受
信
機
の
設
置
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
同
年
一

O
月
、
数
育
部
が
始
め
た
中

央
贋
播
電
蓋
で
の
教
育
番
組
の
放
迭
は
、
播
音
敬
育
を
普
及
さ
せ
る
上
で
重
要
な
契
機
と
な
っ
た
行
嘗
初
は
電
影
数
育
ほ
ど
組
織
だ
っ
た
針

嬢
が
取
ら
れ
な
か
っ
た
。

敬
育
部
に
よ
る
全
園
的
な
電
化
敬
育
の
賓
施

一
九
三
六
年
、
数
育
部
は
播
音
教
育
、
電
影
数
育
の
致
果
を
全
国
的
に
波
及
さ
せ
る
た
め
に
、
部
内
に
電
影
数
育
委
員
舎
や
播
音
数
育
委
員

曾
、
各
省
市
に
電
影
数
育
服
務
鹿
の
設
置
を
促
し
た
。
教
育
部
が
主
導
す
る
電
化
数
育
の
ね
ら
い
は
、
従
来
の
撃
校
数
育
の
た
め
と
い
う
よ
り

一
般
民
衆
を
封
象
と
す
る
一
枇
曾
数
育
を
擦
大
す
る
こ
と
に
シ
フ
ト
し
て
い
た
。

lま

'" 一
'-../ 

枇
曾
数
育
の
重
覗

電
化
教
育
の
全
園
展
開
の
た
め
に
、
数
育
部
は
ま
ず
一
九
三
六
年
に
「
各
省
市
賓
施
電
影
数
育
塀
法
」
を
制
定
し
た
。
同
法
に
よ
る
具
韓
的

な
方
策
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
①
各
省
市
の
数
育
鷹
局
ま
た
は
社
舎
局
で
一
位
舎
数
育
の
措
首
部
局
に
電
影
数
育
行
政
事
務
を
捨
嘗
す
る
専
任
職

員
一
名
を
お
く
、
②
省
内
を
教
育
電
影
巡
廻
放
映
直
に
分
割
し
、
各
直
ご
と
に
上
映
人
員
一
名
、
助
手
一
名
を
お
き
、
教
育
部
か
ら
無
料
で
敬

一
六
ミ
リ
映
窮
機
の
提
供
を
受
け
る
、
③
鑑
賞
料
は
無
料
と
し
、
各
省
市
中
等
撃
校
や
民
衆
数
育
館
で
上
映
し
、

(
路
)

映
書
一
館
で
は
毎
月
「
児
童
電
影
日
」
を
設
け
、
毎
月
低
廉
な
る
入
場
料
で
児
童
に
数
育
映
書
一
を
提
供
す
る
。
嘗
時
、
娯
楽
映
輩
に
封
し
て
は
枇

曾
悪
に
も
近
い
通
念
が
ま
か
り
通
っ
て
お
り
、
見
童
に
は
こ
う
し
た
害
悪
を
回
避
さ
せ
、
し
か
も
数
育
的
数
果
を
高
め
さ
せ
る
た
め
に
、
特
別

育
映
童
、
家
庭
用
費
電
機
、
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教育部が委託撮影した機聞及び撮影された教育映登

中園~j_育電彩協曾 生 物 植物之基本構造， 11市乳類動物之解剖，襟本之製造，嵯，

原生動物など15本

// ユ: 業 碍瓦，調味粉，製釘，製針 i酉精，植物泊，肥田粉な
ど19本

金陵大修理主持院 地理交通 中間各省市誌， ~誌，国営航業，陸|営的鍛遁輿汽車，

中岡一週の 6本

// 物 理 度量衡，物骨量之平衡，力，気摩， 簡単機械，分子力，

熱之量法，電影原理，電池など20本

絡i生署 健康敬育 生命的愛護，健康的生活，家庭街生，清潔整資 児童|

衛生など19本

'" 生理街生 骨鰻奥姿勢，消化系生理，循環系生理，呼吸系生理，

榊経系生理など16本

省立江前半数育撃院 幼稚園 母親的関係，快楽的家庭，飲食的穫自iii，各園児童的生

活など6本

'/ 撃 童子軍，小撃生生活， 郵政， 警察，大規模豊富|淀，都市

衛生行政，交通工具i寅遂など28本

φ 最i曾教育 識字運動，民衆撃校，民衆倶楽部，植物陸上中図建築

美，庭聞など6本

表2

[出典J1937年12月16日， 江蘇省立徐州級育館→数育部，呈 (中図第二歴史棺案館，~!l.育部棺
案五，12136)。

(

問
問

)

な
映
董
上
映
日
を
設
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
映
董

館
の
利
用
は
、
嘗
時
の

一
六
ミ
リ
映
篤
機
が
、
軽
使
か

つ
廉
債
で
は
あ
っ
た
が
、
数
室
程
度
の
贋
さ
で
し
か
鮮

明
に
上
映
で
き
な
か

っ
た
。
そ
の
年
の
後
宇
期
に
は
、

「
数
育
部
二
十
五
年
度
補
助
各
省
市
購
置
数
育
電
影
映

緋寓
法機
」及

蚕室
主義
萎緋
託芦
代二
撮各

警書
影 Et
片化
緋教

主育
「人
数員
育服
部務

徴
求
敬
育
電
影
劇
本
続
法
」
等
電
化
教
育
関
係
の
法
令

が
相
次
い
で
公
布
さ
れ
た
。

- 132ー

法
整
備
が
致
果
を
琵
揮
し
て
、
江
蘇
省
を
中
心
に

七
牒
市
に
二
四

O
あ
ま
り
の
巡
廻
放
映
直
が
成
立
し
た
。

さ
ら
に
、
江
南
地
方
の
四
本
の
鍛
遁
沿
線
で
始
ま
っ
た

電
化
数
育
の
活
動
が
、
交
通
が
比
較
的
便
利
な
長
江
中

(
幻
)

流
域
の
河
南
、
漸
江
、
湖
北
等
の
各
省
か
ら
、
さ
ら
に

河
北
省
で
は
卒
漢
、
北
寧
、
津
浦
の
三
路
線
沿
い
に
横

(
幻
)

大
し
た
。
江
蘇
省
で
は
、
各
民
衆
数
育
匿
補
導
機
閥
が

電
化
教
育
を
櫓
嘗
し
、
賓
施
直
の
中
心
町
の
ほ
か
、
各

牒
の
中
心
撃
校
、
郷
鎮
の
民
校
を
釘
象
に
し
た
。
活
動

目
標
は
、
上
記
の
陳
立
夫
が
掲
げ
た
民
族
精
神
の
護
揚



(
お
)

等
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
上
述
の
「
各
省
市
電
化
教
育
人
員
服
務
制
御
法
」
に
準
じ
て
、
各
省
数
育
腐
は
、
毎
直
一
名
を
選
抜
し
、
二
ヵ
月
間
の
訓

練
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、

一
九
三
六
年
に
そ
の
訓
練
を
受
け
た
映
寓
技
師
は
九
二
名
に
の
ぼ
り
、
三
七
年
度
計
董
で
は
訓
練
期
聞
を
三
ヵ
月

に
延
長
し
、
七
月
二

O
日
か
ら

一
六

O
人
の
訓
練
が
開
始
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
、
数
育
映
重
の
需
要
が
急
増
す
る
一
方
で
、
配
給
不
足
は
深
刻
だ
っ
た
。
数
育
部
も
、
電
化
数
育
を
進
め
る
う
え
で
数
育
映
童
の

不
足
を
痛
感
し
て
お
り
、
こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
中
園
教
育
電
影
協
舎
、
金
陵
大
曲
学
理
由
学
院
、
衛
生
署
、
省
立
江
蘇
敬
育
撃
院
に
数
育
映
董

(
釘
)

の
撮
影
を
委
託
し
た
。
撮
影
計
董
に
よ
る
と
、
各
撮
影
機
関
の
撮
影
フ
ィ
ル
ム
の
分
野
を
特
化
さ
せ
る
案
が
だ
さ
れ
た
。
表
こ
か
ら
は
、
中
園

数
育
電
影
協
舎
は
中
撃
生
用
の
生
物
や
工
業
、
金
陵
大
挙
理
問
学
院
は
地
理
交
通
や
物
理
、
衛
生
署
は
中
島
十
生
用
の
健
康
教
育
や
生
理
衛
生
、
省

立
江
蘇
数
育
撃
院
は
撃
童
数
育
や
枇
曾
数
育
が
、
こ
う
し
た
計
書
一
に
も
と
づ
い
て
国
産
の
敬
育
映
董
を
制
作
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の

表
に
よ
る
と
、
内
容
は
一
般
常
識
、
産
業
振
興
、
科
皐
知
識
の
普
及
が
中
心
で
あ
り
、
幼
稚
園
児
か
ら
祉
曾
人
ま
で
多
一
様
な
封
象
を
想
定
で
き

(
お
)

る
。
数
育
部
は
、
こ
れ
ら
園
産
の
数
育
映
董
を
、
無
償
で
各
地
の
数
育
鷹
に
提
供
し
た
。
そ
れ
で
も
、
園
産
映
董
は
不
足
し
が
ち
で
、
こ
れ
を

補
う
た
め
に
大
量
の
映
董
を
輸
入
し
た
。

-133ー

一
九
三
五
年
二
月
に
「
電
影
検
査
法
施
行
規
則
」
が
修
正
さ
れ
て
以
降
、
上
映
の
た
め
に
は
中
央

電
影
検
査
委
員
曾
か
ら
許
可
、
す
な
わ
ち
検
閲
を
受
け
る
必
要
が
あ
っ
た
。
検
閲
の
結
果
は
、
す
べ
て

『電
影
検
査
委
員
曾
公
報
』
で
公
表
さ

」
れ
ら
園
産
で
あ
れ
、
輸
入
品
で
あ
れ
、

一
九
三
六
年
二
一
月
、
上
海
に
支
庖
を
置
く
コ
ダ
ッ
ク
祉
が

「海
底
生
物
」
「
新
聞
紙
之
製
造
」
等
一
一
一
本
の
映

(
幻
)

董
を
一
年
間
上
映
す
る
た
め
の
許
可
願
い
を
、
中
央
電
影
検
査
委
員
舎
宛
て
に
出
し
て
い
る
。

れ
た
。
そ
の
一
例
と
し
て
、

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
ま
で
の
電
化
数
育
は
、
向
学
校
教
育
や
枇
曾
数
育
の
拳
習
数
果
を
高
め
る
た
め
の
啓
蒙
的
な
数
育
活
動
を
目
的
と
し

一
九
三
七
年
に
開
中
直
四
一
鯨
、
侠
北
直
二
八
阪
柄
、
侠
南
直
二
三
懸
の
三
つ
の
数
育
電
影
巡
廻
放
映
直
に
分
割
す
る

(
お
)

と
と
も
に
、
全
省
を
三
つ
の
播
音
数
育
指
導
直
に
分
割
し
て
播
音
数
育
服
務
虚
を
中
心
機
関
と
し
た
。
活
動
の
中
心
は
西
安
を
含
む
開
中
匡
で

あ
り
、
陳
南
直
は
運
輸
に
困
難
を
と
も
な
う
た
め
低
迷
し
、
陳
北
直
は
地
理
的
傑
件
が
繭
し
て
取
り
残
さ
れ
た
。
一

九
三
七
年
六
月
に
は
、
先

て
い
た
。
陳
西
省
で
は
、
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進
地
域
だ
っ
た
開
中
匝
で
一
五
回
目
、
郷
鎮
で
一
回
上
映
舎
が
聞
か
れ
、
毎
回
二
、

0
0
0名
く
ら
い
の
観
衆
を
集
め
た
。
映
書
一
を
初
め
て
見

る
人
も
多
く
、
上
映
さ
れ
た

「百
霊
廟
役
」
や

「
供
猟
鳥
」
は
観
衆
に
、
つ
け
て
愛
圏
心
を
高
め
る
の
に
放
果
が
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
奥
地
に
も
電
化
教
育
は
普
及
し
た
が
、
そ
の
目
的
は
民
族
分
離
活
動
を
阻
止
す
る
と
い
う

一
面
も
あ
っ
た
。
雲
南
で
は
、

一
九
三
六

年
七
つ
の
巡
映
電
映
匡
に
あ
る
民
衆
敬
育
館
等
で
、
電
影
映
湾
機
四
蓋
、
琵
電
機
三
蓋
、
数
育
映
重
六

O
巻
を
使
っ
て
教
育
映
董
が
上
映
さ
れ

た
。
西
康
省
で
は
、
数
育
部
が
ラ
ジ
オ
受
信
機
五
蓋
、
映
寓
機

一
蓋
、
護
電
機
各
一
葦
を
提
供
し
た
。
巡
廻
放
映
直
は
、
康
定
等
四
豚
を
第
一

(
出
)

匿
、
遁
字
ほ
か
八
燃
を
第
二
直
、
理
化
等
五
牒
を
第
三
直
と
し
、
民
衆
へ
の
啓
蒙
数
育
の
た
め
に
数
育
電
影
院
、
数
育
電
影
巡
廻
宣
議
圏
を
組

織
し
、
チ
ベ
ッ
ト
族
と
の
宥
和
関
係
を
促
し
た
。
内
モ
ン
ゴ
ル
の
綬
遠
で
も
、
一
九
三
六
年
末
暫
定
的
な
も
の
な
が
ら
数
育
電
影
、
巡
廻
直
が
指

定
さ
れ
、
翌
年
六
月
ま
で
補
助
経
常
経
費
と
し
て
毎
月

一
O
O元
が
支
給
さ
れ
、
映
寓
機
一
蓋
、
殻
電
機
一
蓋
を
用
い
て
、
教
育
部
か
ら
配
給

(
お
)

さ
れ
た
教
育
フ
ィ
ル
ム
「
五
十
六
年
痛
史
」
や
「
防
毒
」
等
が
上
映
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
奥
地
に
封
す
る
電
化
数
育
の
推
進
は
、
国
民
政
府
に
よ

る
抗
戦
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
浸
透
と
と
も
に
、
政
治
的
統
合
の
た
め
の
内
向
き
の
政
策
手
段
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
日
中
戦
争
勃
設
以
前
は
、
線
じ
て
電
影
数
育
の
普
及
に
成
果
が
見
ら
れ
た
が
、
教
育
部
は
一
九
三
五
年
か
ら
三
七
年
ま
で

134 

の
期
間
に
、
際
西
、
甘
粛
、
青
海
、
新
彊
、
貴
州
、
西
康
、
四
川
、
湖
北
、
湖
南
、

一帽
建
、
雲
南
、
所
江
、
安
徽
、
河
南
、
贋
西
、
庚
東
等
一

八
省
に
直
流
式
ラ
ジ
オ
受
信
機

一
、
四
一

O
蓋
を
配
布
し
て
い
た
。
ま
た
、
受
信
機
用
の
電
池
に
つ
い
て
は
、
数
育
部
が
建
設
委
員
命
日
電
機
製

(
鈍
)

造
廠
か
ら
購
入
し
、
そ
の
購
入
費
用
を
全
額
克
除
、
字
額
克
除
、
四
分
の
一
克
除
に
分
け
て
各
省
市
に
配
布
し
た
。
こ
れ
ら
省
市
で
は
、

九

三
六
年
公
布
の
「
各
省
市
賓
施
播
音
教
育
緋
法
」
に
基
づ
い
て
、
播
音
教
育
服
務
庭
を
設
置
し
た
。
ま
た
、
播
音
教
育
指
導
直
ご
と
に
指
導
員

一
名
を
置
く
こ
と
、
各
省
市
に
放
迭
局
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
中
央
電
蓋
の
教
育
番
組
を
中
継
す
る
か
、
自
主
制
作
番
組
を
放
迭
す
る

(
お
)

こ
と
が
方
針
と
さ
れ
た
。
た
だ
、
運
営
費
用
等
、
教
育
部
か
ら
の
補
助
金
に
頼
る
地
域
も
多
か
っ
た
。
漸
江
省
は
、

一
九
三
七
年
全
省
を
四
つ

の
播
音
教
育
指
導
匝
に
分
け
、
各
匿
の
中
等
撃
校
、
民
衆
数
育
館
に
ラ
ジ
オ
受
信
機
を
設
置
し
た
。
さ
ら
に
、
同
省
数
育
鷹
は
漸
江
省
電
話
局

贋
播
無
線
電
蓋
と
の
協
力
で
、
週
一
、

二
回
程
度
「
民
衆
教
育
」
「
圏
文
史
地
」
「
軍
事
教
育
」
と
い

っ
た
数
育
番
組
を
放
迭
す
る
等
の
計
董
を
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日
中
戦
争
勃
震
の
影
響

一
九
三
七
年
、
虚
溝
橋
事
饗
に
つ
づ
い
て
上
海
事
嬰
が
起
こ
る
と
、
江
南
地
方
の
多
く
の
市
麻
数
育
鷹
は
電
化
教
育
活
動
を
放
棄
し
た
。
し

か
し
、
中
園
電
影
協
曾
上
海
分
舎
は
、
上
海
市
街
が
戦
火
に
さ
ら
さ
れ
た
の
で
、
郊
外
各
地
の
難
民
収
容
所
を
巡
廻
上
映
す
る
こ
と
に
し
た
。

録そ
しの
た宕結
。)果

一
九
三
七
年
の
う
ち
に
五
四
二
の
機
関
で
六
八
二
回
に
わ
た
っ
て
上
映
舎
を
行
い
、
観
衆
の
総
数
は
延
べ
三
四
寓
人
あ
ま
り
を
記

戦
争
の
激
化
と
と
も
に
、
戦
場
と
な
っ
た
各
地
域
で
は
、
省
都
の
移
轄
を
迫
ら
れ
た
。
江
南
地
方
の
高
等
教
育
機
関
も
、
奥
地
ま
た
は
地
方

に
移
縛
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
省
立
江
蘇
教
育
拳
院
は
無
錫
か
ら
贋
西
省
桂
林
に
移
り
、
社
曾
数
育
、
農
業
数
育
の
雨
肇
系
を
設
置
し
、
勢

(

刊

品

)

作
専
修
科
を
改
組
し
て
農
業
数
育
専
修
科
を
附
設
し
、
電
化
教
育
か
ら
遠
の
い
た
。
緩
遠
省
で
も
、

(
ぬ
)

縛
し
て
以
来
、
電
化
数
育
が
頓
挫
し
た
。
ま
た
、
山
西
省
の
教
育
鷹
は
、

一
九
三
七
年
秋
に
省
都
が
緩
遠
西
部
に
移

-135一

一
九
三
七
年

一
O
月
太
原
か
ら
山
西
科
目
学
館
の
器
具
を
搬
迭
し
、
翌

月
蓮
城
に
到
着
し
た
も
の
の
、
さ
ら
に
翌
年
三
月
に
は
賓
鶏
豚
、
一
一
月
に
は
城
固
豚
に
ま
で
移
動
を
績
け
た
が
、
電
源
不
足
が
深
刻
な
問
題

(ω) 

と
な
っ
た
。
首
都
南
京
も
、
一
九
三
七
年
二

一月
に
陥
落
す
る
と
、
諸
機
関
・
組
織
が
長
沙
へ
移
動
す
る
こ
と
に
な
り
、
数
育
部
に
現
有
の
設

(
引

)

(

位
〉

備
を
引
取
る
よ
う
求
め
た
。
こ
れ
以
降
、
南
京
で
の
電
化
敬
育
は
戦
後
ま
で
再
開
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
軍
の
侵
攻

と
と
も
に
、
各
地
の
電
化
教
育
は
致
命
的
な
打
撃
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

重
慶
遷
都
後
の

「
抗
戦
敬
育
」

の
導
入

311 

一
九
三
七
年
一
二
月
中
央
庚
播
事
業
管
理
慮
の
管
轄
を
園
民
黛
の
中
央
執
行
委
員
舎
か
ら
中
央
宣
傍
部
に
移

し
、
翌
年
三
月
わ
ず
か
一

O
K
W
と
い
う
出
力
で
中
央
贋
播
電
蓋
に
よ
る
中
波
放
迭
を
再
開
さ
せ
た
。
こ
の
と
き
、
抗
戦
に
向
け
た
民
衆
動
員

重
慶
に
移
っ
た
国
民
政
府
は
、
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を
は
か
る
た
め
、
祉
曾
数
育
の
あ
り
方
が
全
面
的
に
改
革
さ
れ
た
。
従
来
ど
お
り
数
育
部
社
曾
教
育
司
は
そ
の
運
営
組
織
に
あ
た
っ
た
が
、
あ

ら
た
に
電
化
教
育
に
従
事
し
て
い
た
電
影
数
育
委
員
曾
、
贋
播
数
育
委
員
曾
等
の
各
種
委
員
舎
、
中
央
枇
曾
数
育
機
関
等
の
巡
廻
宣
惇
固
盟
が

加
わ

っ
た
。

一
九
三
八
年

二
一
月
、
数
育
部
枇
曾
敬
育
司
は
「
全
国
枇
曾
数
育
機
関
戦
時
工
作
大
綱
」
を
策
定
し
、
枇
曾
敬
育
機
関
は
民
族
意
識
の
向
上

と
抗
戦
精
神
の
喚
起
、
自
衛

・
防
空

・
防
毒
の
指
導
、
一
枇
曾
秩
序
の
保
持
に
つ
い
て
訓
練
を
す
る
と
あ
り
、
明
ら
か
に
枇
舎
数
育
を
抗
戦
意
識

の
向
上
に
位
置
づ
け
た
。
こ
の
種
の
機
能
を
強
化
す
る
た
め
、
数
育
電
影
巡
廻
放
映
直
は
電
影
数
育
巡
廻
直
に
、
上
映
員
を
施
数
員
に
、
電
影

巡
廻
放
映
直
を
電
影
敬
育
、巡
廻
施
数
匿
に
改
稿
し
、
活
動
の
穀
率
化
を
園
っ
た
。
戦
時
下
こ
れ
ら
組
織
の
主
要
な
活
動
は
、
ラ
ジ
オ
や
壁
新
聞
、

ニ
ュ

ー
ス
映
書
一
等
を
利
用
し
て
、
戦
況
を
認
識
さ
せ
、
傷
兵
の
慰
問
を
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
抗
戦
映
董
の
制
作
や
巡
廻
上
映
、
青
年

(
判
)

ラ
ジ
オ
自
習
講
座
の
放
迭
等
も
行
っ
た
。

r--. 

、ーJ

国
産
数
育
映
書一
制
作
へ
の
シ
フ
ト

-136-

一
九
三
九
年
春
、
第
三
次
全
国
数
育
曾
議
の
際
、
数
育
部
が
提
案
し
た
「
枇
曾
数
育
改
進
方
案
」
が
通
過
し
た
。
同
案
の
骨
子
は
、
①
祉
曾

数
育
機
関
の
増
設
、
②
文
盲
の
一
掃
、
お
よ
び
民
族
意
識
の
護
揚
、
抗
戦
建
国
力
量
の
増
強
、
③
電
化
数
育
の
推
進
、
④
戦
直
一
服
曾
数
育
人
材

の
救
済
と
各
種
巡
廻
数
育
園
の
推
進
、
①
国
民
瞳
育
の
重
覗
、
⑥
家
庭
数
育
の
推
進
等
、

一
二
項
目
に
わ
た
っ
た
。
と
く
に
電
化
数
育
に
つ
い

て
も
、
各
郷
鎮
、
聯
保
と
も
受
信
機
を
設
置
し
、
数
育
関
係
の
ニ
ュ
ー
ス
を
民
衆
に
聴
取
さ
せ
る
と
と
も
に
、
電
影
教
育
巡
廻
施
数
匿
を
増
設

(
M
M
)
 

し
、
映
寓
機

一
葦
を
設
置
し
て
、
各
膝
下
の
各
村
鎮
に
施
敬
す
る
こ
と
等
が
提
案
さ
れ
た
。
た
だ
、
こ
の
と
き
上
映
用
フ
ィ
ル
ム
は
不
足
し
て

お
り
、
成
都
で
は
「
我
門
的
首
都
」
「
防
車
骨
」
「
民
族
痛
史
」
の
三
種
類
の
数
育
映
董
し
か
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
上
海
、
香
港
の
事
業
者
に
、

生
物
、
物
理
、
化
拳
等
二
、四

O
O
元
分
の
映
霊
の
購
入
あ
る
い
は
ダ
ビ
ン
グ
を
注
文
し
た
が
、
そ
の
到
着
が
遅
れ
た
り
、
届
か
な
か
っ
た
り
、

(
柑
)

不
足
解
消
に
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。
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園産数育フィルムの増加

1937年6-12月 1938年 1939年 1940年1-6月

製作機関 29 37 75 39 

フィルム数 66 139 193 83 

圏 雲ロ五ロ 23 64 74 35 

庚東語 43 75 119 48 

片長(m) 508，573 958，247 1，660，268 693，603 

表3

こ
の
全
園
教
育
曾
議
で
修
正
通
過
し
た
「
遺
彊
敬
育
賓
施
方
案
」
は
、
建
彊
地

E
に
お
け
る
中
小
皐

校
の
増
設
や
、
初
等
教
員
の
養
成
や
師
範
皐
校
の
設
立
等
を
方
策
と
し
た
。
ま
た
、
教
育
部
は
、

九

三
九
年
六
月
制
定
の

「
増
設
後
方
牧
音
機
推
行
方
案
」
等
に
基
づ
き
、
建
彊
敬
育
を
強
化
す
る
た
め
、

四
川
、
雲
南
等
奥
地
に
遁
彊
数
育
工
作
圏
を
汲
遣
し
、
園
民
黛
に
よ
る
抗
戦
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
宣
停
に

(
灯
)

努
め
た
。

重
慶
に
移
っ
た
中
園
教
育
電
影
協
舎
は
、

一
九
三
八
年
一

一
月
、
第
六
回
の
年
舎
を
重
慶
川
東
師
範

『抗戦以来之中図数電協曾ji由印，出版年不明。

撃
校
で
開
催
し
た
。
こ
の
と
き
、
中
園
教
育
息
子
術
圏
龍
第
一
期
聯
合
年
舎
と
の
共
催
と
い
う
形
が
と
ら

れ
た
。
こ
の
聯
合
年
舎
に
参
加
し
た
の
は
、
中
園
敬
育
附
晶
子
舎
、
中
華
児
童
数
育
枇
、
中
華
職
業
数
育
枇
、

中
国
枇
舎
教
育
祉
、
中
園
教
育
電
影
協
舎
、
中
国
衛
生
数
育
祉
、
中
華
刊
行
数
育
研
究
舎
、
中
国
測
験

一 137一

問
晶
子
舎
、
中
園
心
理
衛
生
協
舎
、
中
華
園
書
館
協
舎
、
中
華
韓
育
肇
舎
、
中
国
民
生
教
育
的
晶
子
舎
の
一
一
一
圃

瞳
だ

っ
た
。
こ
の
年
曾
で
は
、
「
抗
戦
建
国
」
の
た
め
に
、
国
産
映
書
一の
撮
影
を
中
心
目
標
と
し
て
掲

(

必

)

(

川

口

)

げ
た
。
ま
た
、
戦
時
下
に
お
い
て
電
影
数
育
を
い
か
に
積
極
的
に
活
用
す
る
か
も
話
し
合
わ
れ
た
。
こ

う
し
て
、
協
舎
は
、
数
育
部
か
ら
映
窮
機
、

ス
ラ
イ
ド
映
寓
機
、
「
防
毒
」
「
防
空
」
各
二
セ
ッ
ト
を
譲

り
う
け
、
重
慶
に
移
縛
し
て
き
た
金
陵
大
挙
理
撃
院
の
協
力
を
得
て
電
影
数
育
を
再
開
し
た
。
上
映
す

る
フ
ィ
ル
ム
は
、
従
来
の
よ
う
に
生
物
、
物
理
、
化
撃
の
三
部
門
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
た
に
「
抗
戦
数

育
」
が
加
え
ら
れ
た
。
協
舎
は
、
重
慶
の
北
碕
、
合
川
、
成
都
、
高
牒
で
上
映
し
た
が
、
高
牒
は

一
九

[出典]

三
八
年
の
う
ち
に
中
止
し
、
そ
の
ほ
か
の
地
黙
で
は
一
九
三
九
年
春
を
ピ
ー
ク
と
し
て
上
映
回
数
は
増

加
し
た
が
、
物
債
高
騰
、
数
育
映
書
一
や
機
器
不
足
、

(
印
)

年
以
降
は
頭
打
ち
と
な
っ
た
。

ガ
ソ
リ
ン
高
騰
の
あ
お
り
を
受
け
て
、

九
四
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さ
ら
に
、
中
園
教
育
電
影
協
舎
は
、
四
川
省
数
育
耀
か
ら
撮
影
補
助
費

一
高
元
を
得
て
、
金
陵
大
島
ナ
と
共
同
で
教
育
影
片
撮
製
委
員
舎
を
設

置
し
た
。
こ
の
委
員
曾
で
は
、
孫
明
経
に
「
峨
眉
山
」
「
自
貢
井
監
」
を
、
段
天
育
に
「
川
西
南
直
」
等
を
撮
影
さ
せ
た
。
ま
た
、
同
協
舎
は

(
日
)

中
央
電
影
撮
影
場
と
共
同
で
、
「
教
材
贋
輯
」
と
題
し
た
シ
リ
ー
ズ
も
の
と
し
て
、
「
西
北
風
物
誌
」
「
紙
是
宏
様
造
成
的
」
を
撮
影
し
た
。
表

一
の
よ
、
つ
に

一
九
三
七
年
以
降
、
園
産
教
育
映
董
の
制
作
機
関
、
撮
影
フ
ィ
ル
ム
の
数
は
増
え
、

一
九
三
九
年
に
は
ピ

l
ク
を
む
か
え
た
。

こ
れ
ら
の
映
重
の
う
ち
、
北
京
語
よ
り
も
庚
東
語
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
の
は
海
外
華
僑
向
け
だ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

一
九
三
九
年

一
O
月
に
は
、
中
園
教
育
電
影
協
舎
は
、
華
南
で
の
数
育
電
影
事
業
を
擦
大
す
る
た
め
に
、
羅
明
荷
候
補
監
事
ら
を
香
港
に
汲

遣
し
て
、

一
二
月

一一一
日
に
香
港
分
舎
を
成
立
さ
せ
た
。
香
港
分
舎
は
、
中
央
電
影
撮
影
場
制
作
の
「
重
慶
大
轟
昨
」
を
ア
メ
リ
カ
の
配
給
曾

祉
に
紹
介
し
た
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
映
董
が
ア
メ
リ
カ
の

T
V
番
組
「
叶
o
E
U¥
印
一2
2
a」
の
な
か
で
流
さ
れ
、

ア
メ
リ
カ
中
に
重
慶
爆
撃
の
賓

態
を
知
ら
し
め
る
ほ
ど
の
反
響
を
及
ぼ
し
た
。

賓
際

一
九
四

O
年
五
月
か
ら
四
ヵ
月
つ
づ
い
た
重
慶
空
爆
の
被
害
は
甚
大
だ
っ
た
。
事
校
は
重
慶
郊
外
に
移
縛
し
、
電
源
供
給
、
交
通
関

-138-

係
、
映
董
、
ガ
ソ
リ
ン
、
物
慣
上
昇
等
の
原
因
に
よ
り
電
化
教
育
行
政
が
停
頓
し
た
と
こ
ろ
も
多
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
重
慶
及
び
周
遺
地
直
に

お
け
る
数
育
フ
ィ
ル
ム
の
上
映
、
国
産
映
蓄
一
の
生
産
も
滞
り
、
電
影
数
育
の
行
方
は
低
迷
し
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
中
園
教
育
電
影
協
曾

一
九
四

一
年
三
月
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
羅
明
祐
と
香
港
分
舎
監
事
呉
銭
城
と
が
地
元
の
電
影
同
業
曾
の
賛

同
を
得
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
分
舎
を
結
成
さ
せ
た
。

は
そ
の
活
動
の
擦
黙
を
南
方
に
移
し
、

( 

) 

播
音
教
育
の
再
開

戦
争
勃
瑳
後
、
数
育
部
は
播
音
教
育
の
穀
果
を
高
め
る
た
め
に
、
中
央
庚
播
電
蓋
、
金
陵
大
島
ナ
理
撃
院
と
の
協
力
関
係
を
強
化
し
た
。
四
川

省
で
は
、
成
都
、
重
慶
、
西
部
、
東
部
と
い
う
管
轄
直
に
分
け
、

(
臼
)

五
豚
に
一
蓋
ず
つ
ラ
ジ
オ
受
信
機
を
配
給
し
た
。
奥
地
で
の
数
育
播
音
の
内
容
も
再
検
討
さ
れ
た
。
放
迭
時
聞
は
、
告
田
初
毎
週
三
回
、
お
お
よ

一
九
三
九
年
九
月
か
ら
各
直
の
播
音
教
育
服
務
庭
は
活
動
を
開
始
し
、



そ

一
五
分
ず
つ
に
定
め
ら
れ
、
数
育
播
音
の
内
容
と
し
て
は
、
「
児
童
数
育
、
青
年
数
育
、
公
民
救
育
、
科
向
晶
子
数
育
、
衛
生
教
育
、
国
民
教
育
、

護
術
教
育
、
国
語
数
育
、
遺
彊
敬
育
、
戦
直
数
育
、
史
地
教
育
、
数
育
ニ
ュ

ー
ス
」
と
い
っ
た
多
岐
に
わ
た
る
分
野
だ
っ
た
。
重
慶
政
権
へ
の

求
心
力
を
高
め
、
抗
戦
意
識
を
高
揚
さ
せ
る
た
め
に
、
新
た
に
「
遺
彊
数
育
」
「
戦
匿
教
育
」
が
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九
三
八
年
三
月
、
重
慶
の
中
央
贋
播
電
蓋
は
、

一
O
K
W
で
中
波
放
迭
を
再
開
し
た
。
中
央
庚
播
電
蓋
は
、

四
月
か
ら
年
末
に
か
け
て
、

月
、
水
、
金
曜
の
午
後
七
時
か
ら
二

0
分
間
の
放
迭
を
開
始
し
た
。
放
迭
内
容
は
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
例
え
ば
一
一
一
月
の
放
迭
で
は

一
一
日
と
五
日
に

「
抗
戦
期
間
中
的
婦
女
訓
練
問
題
」
、
七
日
と
九
日
に
「
抗
戦
期
中
民
衆
服
飾
改
良
問
題
」
、

一一

一
日
と
一

四
日
に
「
戦
時
利
得

税
的
意
義
」
、

一
六
日
、

一
九
日
、

一
二
日
に

「
中
華
民
族
稜
展
的
略
史
」
、

一一
一一一日と一

一六
日
に
「
民
衆
健
康
教
育
問
題
」、

二
八
日
と
二
九

日
に
「
日
本
経
済
的
危
機
」
が
そ
れ
ぞ
れ
放
迭
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
翌
一
九
三
九
年
一
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
中
央
慶
播
電
蓋
は
放
迭
日

(
白
山

)

を
一
日
減
ら
し
、
月
曜
日
と
水
曜
日
の
二
回
と
し
、
時
間
も
一
九
時
三

O
分
か
ら
一
五
分
間
に
縮
め
た
。
こ
の
時
貼
で
も
、
播
音
数
育
に
求
め

る
致
果
は
、
電
影
数
育
に
比
べ
て
相
針
的
に
低
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

-139-

四

播
音
敬
育
の
重
動
化

一
九
四

O
年
三
月
、
南
京
に
成
立
し
た
注
精
衡
を
代
表
と
し
た
国
民
政
府
に
封
抗
し
て
、
重
慶
政
権
は
、
短
波
に
よ
る
園
際
放
迭
を
接
張
す

(
部
)

る
こ
と
で
、
迂
精
衛
政
権
の
正
統
性
を
梯
拭
し
よ
う
と
し
た
。
同
時
に
、
圏
内
世
論
形
成
の
た
め
に
、
数
育
部
祉
舎
数
育
曾
議
を
開
催
し
、
電

化
教
育
行
政
を
改
革
す
る
策
を
練
っ
た
。

そ
の
年
の
春
に
数
育
部
は

「
国
民
数
育
賓
施
綱
領
」
を
公
布
し
た
。
園
民
数
育
と
は
、
義
務
小
撃
や
民
衆
敬
育
館
に
お
い
て
文
盲
を

減
少
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
が
、
こ
れ
を
全
面
的
に
改
革
、
按
大
す
る
と
と
も
に
、
あ
ら
た
に
「
民
族
意
識
、
園
家
観
念
、
園
民
遁

ま
ず
、

徳
の
培
養
お
よ
び
心
身
健
康
の
訓
練
、
且
つ
自
衛
自
治
の
能
力
と
生
活
必
須
の
知
識
技
能
の
養
成
」
に
目
標
を
お
い
た
。
そ
の
施
行
機
関
は
、

315 

各
郷
銀
に
設
置
す
る
中
心
撃
校
や
民
衆
数
育
館
で
あ
っ
た
。
民
衆
数
育
館
で
は
輩
聞
は
失
皐
児
童
の
数
育
に
、
早
朝
ま
た
は
夜
間
に
は
失
拳
男
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全閣電影教育の進展グラフ 1

一←電影教育施
数匿(個)

一・一教練施数人
員(人)

一合一機器(件)

ー持ーフィルム

(本)

ート経費晴元}

800 

400 

100 

300 

200 

700 

600 

500 

O 
1937 

女
の
民
衆
教
育
に
充
て
る
枇
曾
敬
育
機
関
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、

空
爆
が
激
化
し
、
各
種
設
備
が
破
壊
さ
れ
る
と
、
電
影
数
育

1942 

は
次
第
に
困
難
に
な
っ
た
。
ク
ラ
フ

1
で
端
的
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
電

影
数
育
の
規
模
が
一

九
三
九
年
に
前
年
比
二
倍
以
上
に
媛
大
し
た
の
に
釘
し

て

一
九
四

O
年
以
降
頭
打
ち
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

1941 

と
く
に
一
九
四

O
年
七
月
に
中
園
数
育
電
影
協
舎
の
曾
所
が
爆
撃
さ
れ
る
と
、

協
曾
は
青
木
闘
の
数
育
部
内
に
移
設
さ
れ
た
も
の
の
、
電
影
教
育
行
政
は
ほ

1940 

ぼ
ス
ト

ッ
プ
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
下
で
、
そ
れ
ほ
ど
器
材
を
要
せ
ず
に
抗
戦
意
識
を
喚
起
さ

- 140一

1939 

せ
る
手
段
と
し
て
播
音
敬
育
が
再
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

(
見
)

年
四
月
、
教
育
部
は
「
改
進
播
音
教
育
制
刑
法
」
を
設
布
し
た
。
同
法
に
よ
る

一
九
四

O

と、

①
播
音
教
育
指
導
匿
で
は
指
導
員
一
名
を
巡
廻
匡
内
の
受
信
機
構
の
指

1938 

導
に
あ
た
ら
せ
、
ラ
ジ
オ
受
信
機
を
検
査
し
、
数
育
部
保
管
用
の
月
報
を
作

成
さ
せ
る
、
②
各
級
品
以
育
覗
察
人
員
は
、
播
音
教
育
行
政
お
よ
び
受
信
機
関

の
受
信
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
、

③
各
省
市
教
育
局
は
、
省
政
府
の
建
設
機

開
と
と
も
に
自
塀
か
、
も
し
く
は
隣
接
省
と
共
同
で
、
乾
電
池
製
造
工
場
を

設
置
し
て
ラ
ジ
オ
の
電
源
を
確
保
す
る
、

④
数
育
部
に
手
動
式
接
電
機
の
製

造
を
依
頼
す
る
と
と
も
に
、
各
省
市
が
模
倣
し
て
製
造
で
き
る
よ
う
に
設
計

園
を
配
布
さ
せ
る
、
⑤
各
省
市
数
育
局
は
、
関
連
機
関
と
協
力
し
て
放
迭
人



員
の
訓
練
班
を
た
ち
あ
げ
る
。
こ
う
し
た
方
針
の
明
示
と
と
も
に
、
数
育
部
は
、
各
省
市
に
封
し
て
報
告
を
義
務
づ
け
た
。

一
九
四

O
年
一
一
月
に
教
育
部
は
電
化
数
育
委
員
舎
を
た
ち
あ
げ
た
。
そ
の
委
員
は
、
中
央
宣
惇
部
、
軍
事
委
員
曾
政
治
部
、
三
民
主
義
青

年
圏
中
央
宣
惇
慮
、
中
央
贋
播
事
業
管
理
慮
、
中
央
贋
播
電
蓋
、
中
央
撮
影
場
、
中
園
電
影
製
片
廠
か
ら
各
一
名
、
そ
し
て
映
童
、
放
迭
の
技

術
者
と
訓
練
の
専
門
家
が
、
計

一
七
l
二
五
名
に
な
っ
た
。

数
育
放
迭
は
、
「
二
十
九
年
度
数
育
放
迭
塀
法
」
に
よ
っ
て
、
中
央
庚
播
電
憂
か
ら
毎
週
、
「
数
育
ニ
ュ
ー
ス
」
「
民
衆
文
塞
」
「
青
年
講
座
」

の
三
番
組
を
放
迭
し
、
毎
回

一
五
分
、
講
演
は
原
稿
字
数
二
五

O
O字
く
ら
い
の
量
と
定
め
ら
れ
た
。
翌
一

九
四
一
年
一
月
以
降
は
、
「
民
衆

文
義
」
が
「
公
民
数
育
」
に
饗
更
さ
れ
た
。
賓
際
に
は
、
火
、
木
、
金
曜
の
五
時
二

O
分
か
ら

一
0
分
聞
は
「
青
年
講
座
」
、
月
、
水
曜
の
六

時
か
ら
一
五
分
間
は
「
数
育
ニ
ュ
ー
ス
」
、
火
、
木
、
土
曜
の
六
時
か
ら
三

0
分
間
に
「
公
民
数
育
」
の
放
送
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
そ
の
ほ
か
、

週
二
回
程
度
の
講
演
放
迭
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
番
組
内
容
は
、
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
放
迭
さ
れ
た
ほ
か
、

『播
音
数
育
月
刊
」
、
『播
音
講
演
集
』
、

一 141ー

『
数
育
播
音
小
叢
書
』
等
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
印
刷
物
が
各
地
に
配
布
さ
れ
た
こ
と
も
、
数
育
放
迭
の
普
及
に

(

臼

)

(

目
出

)

役
立
っ
た
。
制
作
自
龍
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
委
員
曾
が
播
嘗
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

以
上
の
こ
と
は
、
放
迭
を
中
心
に
各
機
関
の
統
合
が
は
か
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
方
で
も
、

一
九
四
一
年
二
月
、
各
数
育

騰
は
電
影
敬
育
服
務
庭
と
播
音
敬
育
服
務
庭
を
合
併
さ
せ
電
化
数
育
服
務
庭
と
し
、
と
く
に
巡
廻
服
務
工
作
に
重
黙
が
置
か
れ
K
M
V

七
月
は
、

各
省
の
電
化
教
育
機
関
と
中
央
庚
播
事
業
管
理
庭
管
轄
下
の
中
央
無
線
電
器
材
廠
が
協
力
し
て
、
ラ
ジ
オ
受
信
機
や
そ
の
部
品
の
配
給
を
園
滑

に
す
る
案
が
出
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
協
力
関
係
は
、
九
月
施
行
の
「
教
育
部
中
央
贋
播
事
業
管
理
虚
塀
理
電
播
教
育
合
作
塀
法
」
に
よ
っ
て
、

い
っ
そ
う
は
っ
き
り
す
る
。
同
法
は
、
数
育
部
と
中
央
贋
播
事
業
管
理
庭
と
が
合
作
し
て
賞
施
す
る
こ
と
や
、
中
央
贋
播
電
蓋
の
数
育
番
組
は

(
臼
)

雨
者
で
協
議
し
て
計
量
す
る
こ
と
等
を
規
定
し
た
。
分
立
し
て
い
た
放
迭
主
管
機
関
の
統
合
が
園
ら
れ
た
こ
と
自
龍
、
政
府
が
ラ
ジ
オ
放
迭
を

緊
急
か
つ
重
要
な
も
の
だ
と
見
な
し
た
こ
と
の
誼
で
あ
る
。
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し
か
し
、

一
面
、
従
来
か
ら
の
播
音
教
育
政
策
が
脆
弱
で
あ

っ
た
こ
と
も
意
味
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

ラ
ジ
オ
受
信
機
と
電
池
は
品
簿
で
、
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そ
れ
ら
の
供
給
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
数
育
部
か
ら
の
各
省
市
へ
の
補
助
金
の
支
給
は
不
可
鉄
だ
っ
た
。

九
四

一
年
に
は
、
九
月
に
重
慶
、

四
川
、

江
西
ほ
か
一

一
省
に
計
三
八
、
五

O
O元、

一
一
月
に
江
西
、
雲
南
、
貴
州
ほ
か

一
O
省
に
四
回
、

0
0
0

(
侃
)

ラ
ジ
オ
の
購
入
や
修
理
、
電
池
の
購
入
を
賄
う
議
定
だ
っ
た
。
し
か
し
、
賓
際
に
は
、

元
が
支
給
さ
れ
る
計
童
が
た
て
ら
れ
た
。
そ
の
資
金
で
、

奥
地
や
遺
彊
に
お
け
る
電
化
教
育
の
普
及
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
江
西
省
政
府
は
教
育
部
に
釘
し
、

一
九
三
九
年
に
省
立
民
衆
敬
育
館
施
敬

慮
、
省
立
商
業
職
業
拳
校
、
省
立
樟
樹
中
盤
¥
省
立
論
豚
中
華
に
直
流
式
集
空
管
七
本
搭
載
の
ラ
ジ
オ
受
信
機
を
設
置
す
る
ほ
か
、
三

O
の
挙

四

五

V
方
形
電
池
を
配
給
す
る
た
め
の
補
助
経
費
を
申
請
し
た
。
翌
年
に
も
、
数
育
部
に
直
流
式
四

O
蓋
、
電
池

校
に

一
・五

V
固
形
電
池
、

七

O
セ
ッ
ト
の
無
料
補
助
を
申
告
し
た
。
し
か
し
、
江
西
省
が
戦
火
に
陥
い
る
と
、
附
晶
子
校
は
南
昌
、
樟
樹
に
移
轄
し
、
同
地
で
は
交
流
式
ラ
ジ

(

町
山

)

オ
が
使
え
ず
、
直
流
式
も
移
憾
の
際
に
こ
わ
れ
て
し
ま
い
、
放
迭
工
作
は
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
。

地
域
に
よ
っ
て
状
況
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
活
動
を
活
費
化
さ
せ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
一
崎
建
省
で
は
、

一
九
四
一
年
一
月
、
播
音
敬
育
服
務
庭

一
崎
州
、
南
平
を
務
々
と
し
た
が
、
省
政
府
自
ら
「
製
茶
」
「
武
夷
山
」
を
撮
影
し
た
ほ
か
、
毎
月
七
、

(
m
m
)
 

八
回
ほ
ど
民
衆
、
州
労
働
者
、
三
民
主
義
青
年
園
ら
を
封
象
と
し
た
上
映
講
演
舎
を
聞
い
た
。
ま
た
、
贋
西
省
で
は
、

一
九
四

O
年
七
月
に
電
影

-142一

が
改
組
さ
れ
た
の
ち
、
省
都
は
永
安
、

数
育
巡
廻
施
数
隊
、
播
音
数
育
巡
廻
施
数
隊
、
牧
音
室
を
統
合
し
て
電
化
数
育
服
務
庭
を
成
立
さ
せ
、
省
内
を
桂
林
直
、
卒
祭
直
、
柳
州
直
ほ

か
六
つ
の
電
化
数
育
直
に
電
影
隊
を
組
織
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、
講
習
班
の
開
催
、
省
立
江
蘇
数
育
内
晶
子
院
夏
期
講
習
班
で
の
研
修
等
を
通
じ
て
、

ベ
ル
リ
ン
、

(ω
)
 

蓋
北
の
ほ
か
、
陥
落
し
た
南
京
、
贋
州
、
漢
口
か
ら
の
放
迭
の
防
諜
に
携
わ
っ
た
。

牧
音
人
員
を
訓
練
し
た
。
彼
ら
は
、
訓
練
終
了
後
、
曲
学
校
等
で
ロ
ン
ド
ン
、

ロ
ー
マ
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
シ
ド
ニ

ー
、
東
京
、

五

大
戦
下
の
巡
廻
メ
デ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン
ト

一
九
四

一
年
一
一
一
月
、
太
平
洋
戦
争
が
勃
穫
す
る
と
、
中
国
数
育
電
影
協
曾
は
一
時
的
に
麻
海
朕
態
に
陥
っ
た
。
香
港
分
舎
も
日
本
軍
の
侵

攻
と
と
も
に
活
動
の
停
止
を
絵
儀
な
く
さ
れ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
分
舎
も
、

マ
ラ
ヤ
分
舎
に
横
大
改
組
さ
れ
る
べ
く
準
備
が
進
め
ら
れ
た
が
、

日



(
町
山

)

本
の
攻
撃
を
受
け
、
そ
の
分
舎
準
備
舎
も
解
散
さ
れ
た
。
電
化
数
育
の
あ
り
方
は
再
び
検
討
し
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

，戸、、

、、J

巡
廻
工
作
へ
の
傾
斜

海
上
輸
迭
が
困
難
に
な
る
と
、
数
育
フ
ィ
ル
ム
の
輸
入
も
不
可
能
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
園
産
映
董
重
視
に
シ
フ
ト
し
、

九
四

二
年

一
月
数
育
部
中
華
敬
育
電
影
製
片
廠
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
指
導
委
員
舎
の
主
任
は
陳
果
夫
、
委
員
に
は
何
懸
欽
ら
が
名
を
連
ね
た
。
同

廠
は
、
毎
月
間
学
校
教
育
用
、
一
吐
舎
数
育
用
の
サ
イ
レ
ン
ト
・
フ
ィ
ル
ム
各
一
本
と
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
映
童
数
材
や
数
授
法
を
作
成
す
る
計
董

(η
)
 

を
た
て
た
。

同
年
五
月
、
教
育
部
は
、
国
産
の
数
育
映
書
一
等
を
利
用
し
て
贋
場
等
で
の
巡
廻
上
映
を
強
化
す
る
た
め
に
、
電
化
数
育
施
数
圏
程
を
改
組
し

て
、
電
化
数
育
巡
廻
工
作
隊
を
成
立
さ
せ
た
。
首
都
重
慶
一
帯
で
は
、
数
育
部
下
に
設
置
さ
れ
た
一
吐
曾
数
育
司
電
敬
隊
、
川
康
公
路
線
壮
舎
数

育
工
作
隊
、
西
北
公
路
線
枇
曾
数
育
工
作
隊
、
中
華
数
育
電
影
製
廠
電
数
隊
、
園
立
枇
曾
数
育
拳
院
電
数
隊
が
活
動
し
、
こ
れ
ら
の
工
作
隊
は
、

一一

一月
ま
で
の
八
ヵ
月
間
、

六一

一
ヵ
所
を
巡
廻
し
、
九
六
回
の
上
映
お
よ
び
講
演
を
行

っ
た
。
そ
の
際
、

(η
)
 

一
角

一
分
だ
っ
た
の
で
、
参
加
者
は
合
計
五
七
五
、
四
七

O
人
に
も
の
ぼ
っ
た
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ま
で
数
室
の
よ
う
に
閉
じ
ら
れ
た
空
間
で
賓

施
さ
れ
て
い
た
電
化
教
育
と
比
べ
て
、
は
る
か
に
多
様
な
オ
l
デ
ィ
エ

ン
ス
を
動
員
で
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
人
あ
た
り
の
費
用
負
婚
は
わ
ず
か

-143-

一
九
四
二
年
の
五
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
重
慶
市
街
直
、
巴
鯨
、
北
碕
、
壁
山
、
南
温
泉
等
で
は
夜
の
六
時
か
ら
一

O
時
く
ら
い
ま
で
電

化
数
育
夜
曾
な
る
メ
デ
ィ
ア
・
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
。
と
く
に
中
央
庚
播
電
蓋
か
ら
の
ニ
ュ
ー
ス
放
迭
、
枇
曾
教
育
媛
大
運
動
週
に
開
す

(

刊

日

)

る
番
組
等
に
あ
わ
せ
て
開
か
れ
た
。
夜
舎
は
合
計
三
五
回
開
催
さ
れ
、
受
講
者
は
延
べ
一
八
高
二
千
人
に
も
の
ぼ
っ
た
。
活
動
の
大
字
は
、
映

重
の
上
映
や
ス
ラ
イ
ド
映
寓、

講
演
、
歌
曲
の
朗
唱
だ

っ
た
。
と
く
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
の
が
、

一
九
四
二
年
一
一
月
に
聞
か
れ
た
数
育

部
電
化
数
育
巡
廻
工
作
隊
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
だ

っ
た
。
そ
の
内
容
は
、

①
抗
戦
董
展
、
連
合
国
報
遁
寓
巽
等
の
展
覧
、
②
陳
立
夫
「
枇
舎
数
育
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工
作
人
員
的
共
通
目
標
」
等
の
講
演
放
迭
、

③

「
園
歌
」
「
服
従
領
袖
之
歌
」
「
新
生
活
運
動
歌
」
「
好
家
庭
歌
」
「
休
是
否
中
華
園
民
?
」
「
大
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金陵大芸評理準院数育電影部上映回数統計表(1944年)

l月 2月 3月 4月 5月 計

数室放映 回数 14 7 13 36 

人数 15 45 274 128 205 667 

映宣教育 回数 2 5 3 4 15 

人数 60 99 307 228 297 991 

大皐上映 回数

人数 600 600 

露天上映 回数 l 2 5 

人数 15、000 4、500 5，000 14，000 38，500 

特別上映 回数 12 11 18 18 23 82 

人数 6，085 5，293 14，582 20，828 17，171 63，959 

放迭サービス 回数 2 3 2 7 

人数 23，000 34，900 5、010 62，910 

県草，郷村上映 回数 2 3 

人数 710 106 816 

その他 回数 3 11 8 9 9 40 

人数 42 78 21 241 51 433 

総計 回数 21 25 49 42 52 189 

人数 29，802 20，515 54、584 32，145 31、830 168，876 

表4

箪
行
進
曲
」
「
節
倹
歌
」
「
前
進
」
「
注
音
字
母
歌
」
等
の

歌
曲
、
④
園
祭
(
四
川
将
軍
令
、

田空
方
春
、
歩
歩
高
等
)
、
商

洋
音
楽

(蒋
委
員
長
行
進
曲
、
長
忠
報
圏
、
美
園
行
軍
曲
)
等

の
器
楽
曲
、

⑤

「
北
風
輿
太
陽
」
と
い
っ
た
物
語
、
⑥

「
体
的
心
」
「
大
樹
」
「
坐
船
」
等
の
朗
讃
、
⑦
「
児
童
曾

[注] 数値と合計があわない場合，数値を重視した。
[出典1r'i11彩輿倣育』第3巻第5期.金陵大学理主主院，1944年6月。

話
」
「
篤
什
弘
?
」
等
の
話
劇
、
⑧
「
枇
数
運
動
標
語
」

「
領
袖
宵
像
」
等
の
ス
ラ
イ
ド
上
映
、

⑨
ジ
ヤ
ワ

ノ、

ワ

ィ、

パ
リ

ニュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

フ
ィ
リ
ピ
ン
等
の
紹

介
映
書
一
の
上
映
、
と
い

っ
た
多
彩
な
内
容
だ
っ
た
。

144一

月
に
も
七
回
開
催
さ
れ
、
合
計
四
九
、
三
O
O
人
の
参
加

者
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
ほ
か
、
贋
西
、
庚
東
、
雲
南
、

一
噛
建
、
江
西
、
四
川
等
一
九
省
に
わ
た
っ
て
電
化
教
育
巡

廻
工
作
隊
が
活
動
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
省
都
に
限
ら
れ
も

(
九
)

の
だ
っ
た
。
と
も
あ
れ
、
こ
う
し
た
電
化
数
育
巡
廻
工
作

隊
に
よ
る
活
動
は
、
多
様
な
オ
l
デ
ィ
エ
ン
ス
を
巻
き
込

む
と
い
う
重
慶
政
府
の
政
策
を
具
髄
化
さ
せ
た
も
の
で
あ

り
、
政
権
の
威
信
を
末
端
に
浸
透
さ
せ
、

ナ
シ
ヨ
ナ
リ
ズ

ム
の
喚
起
を
促
す
メ
デ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
。

戦
争
の
硬
直
化
と
と
も
に

一
九
四
三
年
一

O
月
、品以



育
部
は
各
省
市
敬
育
鷹
の
電
化
数
育
服
務
虚
等
を
電
化
数
育
輔
導
慮
に
改
組
し
、
こ
れ
を
祉
曾
教
育
科
科
長
が
晶
兼
任
し
て
管
理
す
る
よ
う
指
示

し
た
。
こ
れ
に
鷹
じ
て
、
四
川
、
雲
南
、
贋
西
、
江
西
、
湖
南
、
漸
江
、

一隅
建
、
贋
東
、
寧
夏
、
新
彊
等
の
九
つ
の
省
政
府
は
電
化
数
育
輔
導

虚
へ
の
改
組
を
は
た
し
、
各
々
一
!
こ
の
電
化
数
育
巡
廻
工
作
隊
を
管
理
下
に
お
い
が
v

西
康
省
で
は
、

一
九
四
三
年
一

一
月
か
ら
七
ヵ
月
間
、

計
一
九
回
、
九
三
本
の
数
育
映
重
を
上
映
し
、
そ
の
観
衆
は
中
曲
学
生
六
五

O
名
、
小
息
子
生
三
、
一
七
五
名
、
民
衆
一

O
、
三
八
八
名
、
民
工
六

O

O
名
、
大
衆
四
九
五
名
、
文
盲
四
、

O
七
三
名
に
及
ん
だ
。
こ
の
と
き
、
計
二
禽
名
弱
に
及
ぶ
地
域
住
民
を
動
員
で
き
た
こ
と
は
少
な
い
数
字

(
花
)

で
は
な
か
っ
た
。

一
九
四
四
年
に
な
る
と
、
ま
す
ま
す
電
化
教
育
遂
行

に
障
害
が
増
し
、
嘗
面
数
育
部
一
枇
曾
司
に
よ
る
上
映
は
重
慶
市
一
帯
に
限
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
七
月
金
陵
大
撃
理
撃
院
は
、
重

し
か
し
、
そ
の
他
の
地
域
で
は
、
電
化
教
育
輔
導
慮
に
改
組
す
る
絵
力
は
な
か
っ
た
。

慶
市
内
の
各
機
関
お
よ
び
工
場
と
聯
合
し
て
数
育
電
影
上
映
網
を
組
織
し
、
抗
戦
建
園
を
穀
率
的
に
強
化
す
る
た
め
に
、
戦
時
ニ
ュ
ー
ス
、
科

(ω) 

向
晶
子
映
輩
、
数
育
映
董
を
同
じ
機
関
で
六
回
上
映
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
目
的
は
、
理
撃
院
と
重
慶
の
各
機
関
と
の
聯
合
と
と
も
に
、
そ
れ
ま

で
施
数
の
封
象
外
で
あ
っ
た
工
場
州
労
働
者
へ
の
働
き
か
け
に
あ
っ
た
。

表
四
は、

一
九
四
四
年
の
上
半
期
に
お
け
る
理
息
子
院
の
上
映
活
動
を
示

-145一

し
た
も
の
で
あ
る
。
敬
室
や
大
挙
等
の
数
育
機
関
に
お
け
る
上
映
よ
り
も
、
露
天
上
映
、
特
別
上
映
、
放
迭
サ
ー
ビ
ス
等
屋
外
の
イ
ベ
ン
ト
の

ほ
う
が
観
衆
を
集
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
で
、
電
化
敬
育
の
釘
象
が
肇
生
だ
け
で
な
く
、

蹟
大
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
た
だ
、
重
慶
市
郊
外
の
豚
や
郷
で
は
上
映
舎
が
ほ
と
ん
ど
開
催
さ
れ
て
お
ら
ず
、
地
域
的
に
限
定
さ
れ

一
般
民
衆
や
工
場
峠
労
働
者
を
釣
象
と
す
る
も
の
へ
と

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ォ
l
デ
イ
エ

ン
ス
の
裾
野
が
篠
大
す
る
よ
う
な
嬰
化
を
み
て
も
、
電
化
数
育
が
も
は
や
撃
校
教
育
や
枇
曾
数
育
の

一
環
で
は

な
く
、
地
域
の
民
衆
宣
傍
数
化
が
目
的
だ
っ
た
と
指
摘
で
き
る
。
こ
の
時
期
の
電
化
敬
育
の
質
的
蟹
化
を
裏
附
け
る
の
が
、
こ
う
し
た
オ

l
デ

イ
エ
ン
ス
の
壁
化
だ

っ
た
。

321 
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( 

、ーノ

電
化
教
育
政
策
の
遅
延

各
地
へ
の
巡
廻
教
育
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
電
化
数
育
を
め
ぐ
る
状
況
は
悪
化
し
た
。
湖
北
省
で
は
、

府
が
西
部
に
移
聴
し
、
も
と
の
電
影
教
育
巡
廻
施
数
隊
と
播
音
敬
育
服
務
慮
と
を
合
併
し
た
。
こ
う
し
て
成
立
し
た
各
豚
施
敬
服
務
慮
は
、

九
四
一
年
一一一
月
に
電
化
教
育
服
務
庭
に
改
組
さ
れ
た
が
、
翌
年
七
月
早
く
も
こ
れ
が
撤
麿
さ
れ
、
い
っ
さ
い
の
活
動
は
教
育
鷹
第
四
科
に
委
託

一
九
三
八
年
の
武
漢
陥
落
の
後
、
省
政

一
九
四
四
年
=
一
月
頃
に
は
、
教
育
文
化
費
が
快
乏
し
、
技
術
人
員
が
不
足
し
、
電
化
教
育
用
の
教
材
の
運

搬
が
困
難
に
な
り
、
お
ま
け
に
族
費
・
運
迭
費
が
高
騰
し
、
電
化
教
育
政
策
が
停
頓
し
た
。
同
年
末
、
数
育
部
か
ら
補
助
金
を
得
て
、
ょ
う
や

(
別
)

く
電
化
教
育
巡
廻
工
作
隊
の
活
動
が
再
開
さ
れ
る
が
、
{
貫
際
は
以
下
の
よ
う
に
、
そ
の
進
捗
状
況
は
楽
観
覗
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

(
幻
)

安
徽
省
で
は
、

一
九
四
三
年
の
戦
闘
の
際
に
ラ
ジ
オ
受
信
機
は
破
壊
さ
れ
、
電
化
数
育
は
停
止
し
た
。
漸
江
省
で
は
、
電
化
教
育
人
員
が
内

陸
へ
移
動
し
携
い
手
が
不
足
し
た
ほ
か
、
ガ
ソ
リ
ン
代
が
高
騰
し
、
数
少
な
い
映
萱
が
マ
ン
ネ
リ
化
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
ラ
ジ
オ
受
信
機
が

(
お
)

や
は
り
停
頓
し
て
し
ま
っ
た
。
甘
粛
省
で
も
、

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
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故
障
し
、
そ
れ
を
買
う
庖
も
な
く
、
お
ま
け
に
電
池
代
も
高
く
な
っ
て
、

一
九
四
二
年
遺
彊
工

作
の
た
め
に
巡
廻
電
影
上
映
隊
、
歌
劇
園
が
汲
遣
さ
れ
、
園
歌
護
揚
、
政
情
講
簿
、
内
向
き
の
統
合
精
神
の
護
揚
が
唱
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
翌

年

二
一
月
頃
か
ら
は
、
数
育
部
西
北
公
路
紅
舎
数
育
工
作
隊
が
、
甘
賄
|
青
海
、
甘
粛
l
新
彊
を
結
ぶ
道
路
沿
線
に
分
隊
を
汲
遣
し
、
漢
族
、

モ
ン
ゴ
ル
族
、
チ
ベ
ッ
ト
族
、
ハ
ザ
ツ
ク
族
等
の
教
化
が
試
み
ら
れ
一
明
雲
南
省
の
電
数
施
数
百
回
域
は
、
濃
西
直
、
演
東

E
、
演
中
直
に
分
か

(
M
m
)
 

れ
た
。
大
理
を
含
む
濃
西

E
は
民
族
構
成
が
複
雑
だ
っ
た
た
め
、
省
政
府
は
一
九
三
七
年
以
来
毎
年
巡
廻
数
育
隊
を
汲
遣
し
て
い
た
。
一
九
四

二
年
二
月
か
ら
七
月
の
聞
に
、
合
計
二
四
の
燃
を
巡
り
、

ス
ラ
イ
ド
や
映
董
の
上
映
、
講
演
、
歌
謡
等
の
催
し
を
一
八
六
回
も
開
催
し
、
延
べ

三
六
蔦
人
以
上
の
動
員
を
賓
現
で
き
た
。
こ
の
と
き
上
映
さ
れ
た
も
の
に
は
、
「
米
園
海
軍
陸
戦
隊
」
「
米
国
線
動
員
」
「
英
園
特
殊
遊
撃
隊
」

等
二
八
巻
の
輸
入
フ
ィ
ル
ム
も
含
ま
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
年
末
に
は
、
宣
傍
部
の
方
針
に
基
づ
き
、
タ
イ
族
の
分
離
主
義
運
動
が
活
費

だ
っ
た
濃
南

E
に
も
、
巡
廻
電
影
上
映
隊
、
歌
劇
聞
が
汲
遣
さ
れ
、
園
家
意
識
の
向
上
、
政
情
の
安
定
等
、
内
向
き
の
精
神
を
扶
植
す
る
よ
う



(ω
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な
工
作
が
準
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、

(

町

田

)

一
九
四
五
年
三
月
に
は
資
金
不
足
に
陥
り
、
以
降
電
教
活
動
自
罷
が
頓
挫
し
た
。

数
育
部
は
、
こ
う
し
た
各
地
の
情
況
に
封
虚
す
べ
く
、

一
九
四
四
年
一
一

一月
「
電
化
教
育
賓
施
要
黙
」
を
琵
表
し
、
そ
の
目
標
を
「
民
族
意

識
や
国
家
観
念
を
育
成
し
、
政
治
意
識
を
高
め
、
生
産
能
力
を
増
加
さ
せ
、
良
い
娯
楽
を
奨
闘
す
る
」
こ
と
に
お
き
、
電
化
数
育
輔
導
鹿
の
指

導
、
電
化
数
育
巡
廻
工
作
隊
や
数
育
播
音
電
蓋
の
設
置
、
民
衆
数
育
館
・

公
私
立
中
等
向
学
校
・
師
範
的
学
院
等
に
お
け
る
公
開
放
、
迭
の
{
貫
施
、
国

書
館
・
龍
育
館
等
の
祉
曾
数
育
機
関
に
お
け
る
電
化
数
育
の
推
進
等
を
奨
闘
し
た
。
こ
れ
を
具
韓
化
す
る
方
策
と
し
て
、
金
陵
大
皐
理
問
学
院
、

中
園
地
方
建
設
研
究
所
、
中
華
数
育
電
影
製
片
廠
、
中
圏
西
部
科
皐
博
物
館、

中
国
科
朗
字
社
の
五
つ
の
撃
術
機
関
は
、
連
合
し
て
北
階
数
育
電

(
引
)

影
院
を
設
立
す
る
い
う
上
申
書
を
北
碕
管
理
局
に
塗
っ
た
。
そ
の
賓
現
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
う
し
た
方
針
、
政
策
は
確
責
に
戦
後
に

縫
承
さ
れ
て
い
っ
た
。

お

わ

り

-147ー

戦
後
の
園
民
政
府
に
よ
る
電
化
数
育
政
策
は
、
戦
中
の
プ
ラ
ン
を
縫
承
し
、
満
洲
園
や
、
沿
海
地
域
の
日
本
占
領
直
に
ま
で
援
大
す
る
、
ま

さ
に
全
園
的
な
規
模
を
備
え
る
も
の
だ
っ
た
。
例
え
ば
、
河
北
省
で
は
、
日
本
軍
の
侵
攻
に
よ
り
電
影
数
育
の
た
め
の
器
機
設
備
が
破
壊
さ
れ

て
い
た
が
、

一
九
四
六
年
三
月
に
は
数
育
部
か
ら

一
一
一
一元
の
殻
算
を
う
け
、
数
育
鷹
巡
廻
数
曲
学
園
の
暫
定
的
管
理
の
も
と
に
、
通
勝
、
槍
牒
、

(

M
出
)

石
門
、
楊
村
の
四
つ
の
民
衆
数
育
館
を
中
心
に
電
化
数
育
工
作
を
再
開
し
た
。
こ
の
頃
に
は
、
戦
前
に
は
ほ
と
ん
ど
賓
現
さ
れ
な
か
っ
た
数
育

贋
播
電
葦
、
数
育
電
影
院
等
も
設
置
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
終
戦
後
二
年
聞
の
う
ち
に
、
政
策
の
封
象
を
都
市
か
ら
農
村
に
ま
で
媛
大
す
る
た
め
、

農
村
電
化
数
育
施
数
圏
の
構
想
が
た
て
ら
れ
た
。
た
だ
、
嘗
初
政
治
色
は
き
わ
め
て
お
さ
え
ら
れ
、
啓
蒙
活
動
を
促
す
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
た
。

中
圏
第
二
歴
史
槍
案
舘
が
所
戴
す
る
文
書
を
み
て
も
、
放
迭
行
政
自
躍
は
、
国
民
集
や
宣
惇
部
の
影
響
が
後
退
し
、
代
わ
っ
て
交
通
部
が
主
管

官
臆
に
な
っ
た
か
の
よ
う
だ
つ
た
。
と
こ
ろ
が
、

一
九
四
六
年
三
月
蒋
介
石
が
盤
十
協
定
の
破
棄
を
宣
言
す
る
と
と
も
に
圏
内
情
勢
が
念
鱒
換

323 

し
、
中
園
共
産
薫
と
の
封
立
が
先
鋭
化
し
た
。
こ
う
し
た
情
勢
を
ふ
ま
え
、
園
民
政
府
は
電
化
数
育
を
「
反
共
救
園
」
の
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
と
し
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(
例
)

て
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
電
化
教
育
は
、
嘗
初
江
南
地
方
で
行
わ
れ
て
い
た
啓
蒙
活
動
と
し
て
の
色
彩
は
限
り
な
く
薄
め
ら
れ
、
数
育
部
が
主

管
官
騰
で
あ
り
な
が
ら
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
閥
係
の
各
部
局
と
の
協
力
を
強
化
す
る
な
か
で
愛
質
し
て
い
っ
た
。
と
り
わ
け
重

「
抗
戦
数
育
」

慶
遷
都
後
、
抗
日
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
喚
起
を
促
す
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
宣
惇
が
注
覗
さ
れ
る
な
か
で
、
「
民
衆
数
育
」
と
し
て
の
電
化
教
育
が

へ
と
質
的
な
特
換
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
の
は
上
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
う
し
た
愛
化
と
と
も
に
、

重
慶
一
帯
で
賓
施

オ

1
デ
イ
エ
ン
ス
も
抜
大
し
、
多
様
に
な
っ
て
い
っ
た
。

つ
ま
り
、
中
心
的
学
校
の
生
徒
や
民
衆
数
育
館
の
受
講

さ
れ
た
巡
廻
工
作
を
通
じ
て
、

生
だ
け
で
な
く
、
農
民
や
工
場
州
労
働
者
を
巻
き
込
む
こ
と
に
な
り
、
巡
廻
工
作
は
ま
さ
に
地
域
枇
舎
に
お
け
る
抗
戦
メ
デ
ィ
ア

・
イ
ベ

ン
ト
と

し
て
の
性
格
を
強
め
た
の
で
あ
る
。
い
ま

一
つ
の
側
面
は
、
西
南
、
西
北
諸
地
域
で
賓
施
さ
れ
た
巡
廻
工
作
が
、
重
慶
国
民
政
府
か
ら
の
議
離

を
阻
止
し
、
奥
地
の
政
治
的
統
合
を
促
す
手
段
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
エ
ス
ニ
ッ
ク

・
グ
ル
ー
プ
居
住
地
域
に
お
け
る
国
民
黛
プ
ロ

パ
ガ
ン
ダ
が
ど
れ
ほ
ど
の
貰
致
性
を
持
ち
え
た
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
は
今
後
の
課
題
と
な
る
。

-148一

註(
1
)

日
本
で
は

一
九
二
八
年
に
、
旬
日
新
聞
祉
が
全
日
本
活
映
研
究
合

を
創
立
し
、
機
関
誌
『
映
壷
数
育
』
を
創
刊
。
ま
た
、
文
部
省
が
映

童
数
育
の
講
習
舎
を
主
催
し
、
二

O
集
に
お
よ
ぶ
数
育
映
重
研
究
シ

リ
ー
ズ
の
刊
行
な
ど
を
始
め
た
。
貸
際
、
日
中
雨
図
で
映
輩
数
育
に

着
手
さ
れ
た
の
は
同
じ

一
九
二
八
年
で
あ
り
、
相
互
影
響
が
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
関
係
は
不
明
。

(
2
)

南
園
農
、
季
連
林
主
編

『電
化
数
育
皐
』
(
第
二
版
)
(高
等
数
育

出
版
枇
、
一
九
九
八
年
、
二

O
頁
)
0

(
3
)

拙
稿
「
日
中
戦
争
期
、
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
ラ
ジ
オ

・
メ
デ

ィ
ア
空
間
を
め
ぐ
る
政
権
の
争
誠
」

(宇
野
重
昭
他
編

『北
東
ア
ジ

ア
世
界
の
形
成
と
展
開
』
日
本
評
論
紅
、
二

O
O
二
年
、
一
五
一
一
一
!

一
八
三
頁
)
。

(
4
)
今
日
の
中
園
で
は
、
視
聴
覚
数
材
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た

竜
化
数
育
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
て
お
り
、
教
育
部
に
電
化
敬
育
塀

公
室
、
各
省
市
に
は
電
化
数
育
館
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
北
京
や
甘

粛
な
ど
で
は
、
月
刊
誌
『
電
化
数
育
研
究
』
な
ど
を
護
行
し
て
い
る
。

ま
た
、
註

(
2
)
の
よ
う
な
教
科
書
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。

(
5
)

最
初
の
数
育
映
重
運
動
は
、

一
九

一
O
年
前
後
に
ド
イ
ツ
で
始
ま
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り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
に
影
響
を
輿
え
た
。
そ
し
て
、
一
九
二
四
年
イ

ギ
リ
ス
で
開
催
さ
れ
た
映
董
関
係
の
曾
議
で
、
映
重
に
教
育
的
致
果

が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
二
年
後
の
九
月
一

O
日

か
ら
一
六
日
に
か
け
て
、
ス
イ
ス
の
パ

l
ゼ
ル
で
初
め
て
園
際
的
な

教
育
映
霊
協
議
舎
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
協
議
舎
で
は
、
映
重
利
用

の
た
め
の
閤
際
舎
議
の
必
要
性
や
、
政
府
、
公
共
園
健
の
支
援
に
よ

る
数
育
映
重
制
作
の
重
要
性
な
ど
が
提
起
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
じ
月
、

パ
リ
で
も
圏
際
連
盟
の
主
催
で
園
際
活
動
官
局
員
委
員
舎
が
殻
足
し
、

事
校
数
育
、
民
衆
数
育
の
ほ
か
、
枇
曾
衛
生
や
農
業
な
ど
賓
業
教
育

に
お
け
る
映
董
の
利
用
が
唱
え
ら
れ
た
(
文
部
省
普
通
撃
務
局
祉
曾

教
育
課
編

『映
童
数
育
』

(東
洋
園
書
株
式
合
資
曾
祉
、

一
九
二
八

年
、
二
O
l
二
一
、
二
二三
l
一
三
四
頁
)
。

(
6
)

薩
爾
地

(
E
g印白
E
Z
ω
白
昼
)
「
電
影
血
(
中
園
」

(『
電
影
検
査

委
員
曾
公
報
』
第
二
巻
第
八
期
、

一
九
三
三
年
四
月
、

二
六
!
一
一一一一
、

三
七
l
三
九
頁
)
。

(7
)

「
中
園
数
育
電
影
協
舎
縁
起
」
(
『電
影
検
査
委
員
曾
公
報
』
第

一

巻
第
四
期
、
一
九
三
二
年
九
月
、
三
三
、
三
五
頁
)
。

(8
)

陳
立
夫
講
述
「
中
園
電
影
事
業
的
新
路
線
|
|
中
園
教
育
電
影
協

曾
感
負
的
使
命
[
|
|
」

(『
電
影
検
査
委
員
曾
公
報
』
第

一
巻
第

一
五

期
お
よ
び
一
六
期
、

一
九
三
二
年
二
一
月
、

一
九
三
三
年
一
月
)
。

(
9
)

「
圏
際
連
合
曾
園
際
数
育
電
影
協
曾
草
約
|
|
規
定
数
育
影
片
得

子
園
際
問
自
由
通
行
」
(
『
電
影
検
査
委
員
曾
公
報
』
第

一
巻
第

二

期、

一
九
三
二
年

一一

月、

二
二
l
二
四
頁
)。

(
日
)

後
述
す
る
よ
う
に
、
第
六
回
は
一
九
三
八
年
十

一
月
、
重
慶
で
開

雀
し
た
。

(
日
)
中
園
数
育
電
影
協
曾
線
務
組
編
「
中
園
数
育
電
影
協
曾
概
況
(
自

二
十
七
年
一
一
月
至
三
十
二
年
十

一
月
)」
(『
電
影
輿
播
音
』
第
三
巻

第
一
期
、
一
九
四
四
年
二
月
、
一

l
二
頁
)
。

(ロ
)
一

九
三
六
年
六
月
一一一一
日
、
省
立
江
蘇
数
育
拳
院
皐
院
長
高
陽
↓

教
育
部
、
呈
(
数
育
部
槍
案
五
、

二
二
三
六
)
。

(日
)

南
園
農
ほ
か
、
前
掲
書
、

二
O
頁
。
「
長
春
」
は
、
も
と
も
と
上

海
婆
華
公
司
が
撮
影
し
た
フ
ィ
ル
ム
で
、
原
名
は
「
黄
金
時
代
」
。

各
蘇
の
中
心
民
衆
向
学
校
に
識
字
教
育
の
必
要
性
を
傍
え
る
た
め
に
、

フ
ィ
ル
ム
の
内
容
を
編
集
し
な
お
し
て
い
る
。

(
比
)

「
重
慶
側
文
化
機
関
の
現
況
」

(
一
)
(
『
中
園
文
化
情
報
』
第
二

八
競
、
上
海
自
然
科
目
学
研
究
所
、

一
九
四

一
年
六
月
、
八
七
頁

(日

本
植
民
地
文
化
運
動
資
料
第
六
巻
、
緑
陰
書
房
復
刊
本
、

一
九
九
四

年
))。

(
日
)

「
安
徽
省
賓
施
電
化
数
育
塀
法
」

(一

九
三
六
年
一
二
月
二
八
日
、

安
徽
省
政
府
↓
敬
育
部
、
呈
)
(
数
育
部
棺
案
五
、

二
二

四
O
)
。

(
日
)

{女
徽
省
政
府
教
育
鷹
「
二
十
五
年
度
各
省
市
数
育
電
影
巡
廻
放
映

匿
調
査
表
」
(
数
育
部
檎
案
五
、
二
二
四
O
)
。

(
口
)

日
本
で
は
、
ほ
ぼ
同
じ
頃
、
正
確
に
は

一
九
二
五
年
三
月
の
ラ
ジ

オ
放
送
開
始
と
と
も
に
語
撃
や
数
養
講
座
が
行
わ
れ
、
一
九
三
五
年

か
ら
「
放
迭
教
育
」
が
全
固
化
さ
れ
、

一
九
四

一
年
文
部
省
は
向
学
校

放
迭
を
正
式
に
数
材
と
し
て
認
め
た
。

(国
)

教
育
部
「
各
省
市
賓
施
電
影
数
育
塀
法
」

一
九
三
六
年
(
数
育
部

社
舎
数
育
司
編
印

『電
化
教
育
重
要
法
令
』
(
一

九
三
九
年
九
月
、

一
l
二
頁
)
(
重
慶
一
国
立
中
央
工
業
専
科
職
業
率
校
槍
案
O
二一

六
、
一

O
三))。

149一
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(
閉
山
)
映
査
に
ま
つ
わ
る
退
廃
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
日
本
で
も
同
様
だ

っ
た

(鈴
木
喜
代
松

『映
童
数
育
論
』
四
海
書
房、

一
九
四

一
年、

一
五

l
一
六
頁
)。

(
初
)

「
教
育
部
二
十
五
年
七
月
至
十
二
月
本
部
寅
施
電
化
教
育
工
作
概

況」

(敬
育
部
棺
案
五
、

一
二

O
八
六
)
。

(
幻
)

「
湖
北
省
数
育
腐
二
十
五
年
度
各
省
市
・
賀
施
電
影
数
育
概
況
調
査

表」

(数
育
部
指
案
五
、

=
二

四
七
)。

(n
)
一
九
三
七
年
四
月

一一一
目
、
河
北
省
政
府
↓
数
育
部
、
苔

(数
育

部
槍
案
五
、
二
二
六

O
)。

(
お
)

一
九
三
七
年
四
月
二
七
日
、
江
蘇
省
教
育
臆
↓
数
育
部
、
呈

(数

育
部
棺
案
五
、

二
=
一
六
)
。

(μ
)

「
教
育
部
二
十
六
年
度
賓
施
電
影
教
育
計
書
一
」

(数
育
部
指
案
五
、

一
二

O
七
四
)。

(
お
)
一

九
三
七
年
七
月
二
八
日
、
教
育
部
↓
省
立
江
蘇
数
育
祭
院
、
釜

函

(教
育
部
檎
案
五
、

=
二
三
六
)
。

(
お
)
一

九
三
六
年

一
一
月

一
四
日
、
河
北
省
政
府
教
育
腐

「河
北
省
設

置
数
育
電
影
巡
廻
放
映
匡
暫
行
緋
法
」
(
一
九
三
七
年
四
月
一

一
一日、

河
北
省
政
府
↓
数
育
部
、次回

(数
育
部
五
、

二

二
六

O
)
)
。

(
幻
)

年
代
不
明
、
教
育
部
電
影
数
育
委
員
曾
申
請
↓
中
央
電
影
検
査
委

員
曾
臨
時
准
演
讃
明
書
(
教
育
部
槍
案
五
、

一
二
O
八
O
)
。

(
お
)
一

九
三
七
年
四
月

二
ハ
目
、
険
西
省
教
育
鷹
↓
教
育
部
、
呈

(数

育
部
棺
案
五
、

二
二

六
五
)。

(
明日
)

「
峡
西
省
敬
育
願
寅
施
篭
影
数
育
概
況
月
報
表
」

一
九
三
七
年
五

月
l

一
九
三
八
年
九
月

(数
育
部
棺
案
五
、

一
一二

六
五
)
。

(ω
)
一
九
三
六
年

一一

月
一

一一一
日
、
雲
南
省
数
育
臆
↓
数
育
部
、
呈

(教
育
部
指
案
五
、

二

二
五
八
)。

(
お
)
一

九
三
六
年

一一

月

一
六
日
、
西
康
建
省
委
員
曾
↓
教
育
部
、

苔

(教
育
部
槍
案
五
、

ご
二

五
O
)
。

(
勾
)
一

九
三
六
年
八
月

一
一
日
、
教
育
部
↓
行
政
院
秘
書
長
翁
文
瀬
、

公
函

(叙
育
部
棺
築
五
、

=
二

五
O
)
。

(
お
)
一

九
三
六
年

一
二
月
五
日
後
、
緩
遠
省
数
育
鷹
↓
教
育
部
、
呈
。

一
九
三
六
年

二
一
月
九
日
後
、
数
育
部
↓
絞
遠
省
数
育
幡
、
訓
令

(と
も
に
数
育
部
棺
案
五
、

二
二

六
九
)。

(
弘
)
「
数
育
部
二
十
六
年
度
下
向
学
期
補
助
各
省
市
牧
音
機
乾
電
池
債
款

線
法
」
(
一
九
三
八
年
五
月

一
七
日
、
教
育
部
↓
陳
西
な
ど
省
数
育

鷹

・
西
康
建
省
委
員
舎
、
訓
令
・
公
函

(数
育
部
棺
案
五
、

二
一

O

九
五
))。

(
お
)

「
各
省
市
質
施
機
音
数
育
税
法
」
(前
掲

『電
化
数
育
重
要
法
令
」

一
九
三
九
年
九
月
、

三
頁
)。

(
お
)
一

九
三
七
年
六
月
三
O
日
、
漸
江
省
数
育
鷹
↓
教
育
部
、
呈

(教

育
部
総
案
五
、

二
一
二
二
七
)。

(
幻
)

と
こ
ろ
が
、
こ
の
活
動
も
、
翌
年
に
は
回
数
が
減
り
、

一
九
三
九

年
に
は

一
O
四
の
機
関
で
一一一一

回
上
映
し
た
に
と
ど
ま
り
、
観
衆

の
線
数
も
四
三
、
0
0
0
人
程
度
に
激
減
し
た
。
一

九
四

O
年
に
な

る
と
、
つ
い
に
す
べ
て
の
巡
廻
活
動
を
中
止
し
た
(
前
掲
「
中
園
教

育
電
影
協
曾
概
況

(自
二
十
七
年
二
月
至
三
十
二
年
十

一
月
)」、

一

四
l

一
五
頁
)。

(
お
)
前
掲
「
重
慶
側
文
化
機
関
の
現
況
」
(
一
)、
六
六
!
六
七
、
八
七

頁
。

(
m
m
)

一
九
三
九
年
九
月
九
日
、
綬
遠
省
政
府
↓
数
育
部
、
皇
(
数
育
部

-150 
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棺
案
五
、
二
二
六
九
)
。

(ω)
一
九
三
八
年
二
一
月
二
一
日
、
山
西
科
皐
舘
↓
数
育
部
、

呈
(
数

育
部
棺
案
五
、

二
二

六
四
)
。

(引
)
一

九
三
七
年
一
二
月
一
六
日
、
江
蘇
省
立
徐
州
数
育
館
(
館
長
越

鴻
謙
)
↓
数
育
部
、
呈
(
敬
育
部
棺
案
五
、
一
一
二
三
六
)
。

(
必
)

こ
の
ほ
か
、
山
東
省
で
は
、
省
都
陥
落
後
、
電
化
数
育
の
経
費
が

不
足
し
、
電
化
数
育
事
業
は
頓
挫
し
た
。
省
都
陥
落
後
は
、
も
と
も

と
所
有
し
て
い
た

一
六
ミ
リ
映
鶏
機
と
Y
M
C
A
か
ら
借
り
た
三
二

ミ
リ
映
篤
機
を
も
っ
て
山
東
教
育
鷹
戦
地
移
動
劇
園
が
南
下
し
、
徐

州
や
鄭
州
等
で
抗
戦
映
重
を
上
映
し
、
合
計

一
O
数
寓
の
観
衆
を
動

員
し
た
。
そ
の
年
、
徐
州
で
は
、
陥
落
直
前
に
同
地
の
数
育
館
お
よ

び
徐
州
庚
播
電
蓋
の
設
備
機
器
を
漢
口
に
搬
迭
し
た
後
、
さ
ら
に
重

慶
北
碕
等
に
移
管
し
た

(
一
九
四

O
年
七
月
一
九
日
、
江
蘇
省
立
徐

州
数
育
館

(館
長
越
鴻
謙
)
↓
教
育
部
、
呈
(
数
育
部
棺
案
五
、

一

二
二
二
六
)
。
湖
北
省
も
、
同
年
一

O
月
に
武
漢
三
鎮
が
陥
落
す
る

と
、
政
府
機
闘
が
移
聴
し
、
電
数
活
動
は
停
止
し
た
(
湖
北
省
政
府

教
育
廃
「
湖
北
省
二
十
九
年
度
賓
施
矯
音
数
育
報
血
E

(
一
九
四

一

年
三
月
一
六
日
、
湖
北
省
政
府
教
育
臆
↓
数
育
部
、

呈
(
敬
育
部
槍

案
五
、
二
二
四
七
)
)
。

(
必
)
一

九
三
八
年
七
月

一一

日
「
各
省
市
数
育
電
影
巡
廻
放
映
直
感
改

稀
電
影
教
育
巡
廻
施
敬
直
上
映
員
改
稽
施
数
員
令
」

(前
掲

「電
化

教
育
重
要
法
令
』
一

九
三
九
年
九
月
、

一
四
頁
)
。

(
仏
)

「
蒋
政
権
数
育
部
の
諸
施
設
と
其
緋
法
」

(『
中
園
文
化
情
報
』
第

一
四
競
、
上
海
自
然
科
挙
研
究
所
、
一
九
三
九
年
二
月
、
五
三
頁
)。

(
必
)
前
掲
「
重
慶
側
文
化
機
関
の
現
況
」
(
一)
、
九
七
1

九
八
頁
。

(
必
)

前
掲
「
中
園
数
育
電
影
協
曾
概
況
(
自
二
十
七
年
二
月
至
三
十
二

年
十
一
月
)」、

三
頁
。

(
U
)

前
掲

「重
慶
側
文
化
機
関
の
現
況
」
(
一
)
、
九
八
l
九
九
頁
。

(
必
)
一
九
四
二
年
二
月
、
第
七
回
目
の
年
舎
も
中
園
数
育
撃
術
園
短
第

二
期
聯
合
年
舎
と
共
同
で
開
催
さ
れ
、
同
じ
一
二
圏
憶
が
参
加
し
た
。

(ω)
前
掲
「
中
岡
敬
育
電
影
協
曾
概
況
(
自
二
十
七
年
二
月
至
三
十
二

年
十
一
月
)
」
、
二
二
l

一
四
頁
。

(
印
)
『
抗
戦
以
来
之
中
園
敬
電
協
曾
』
(
油
印
、
出
版
年
不
明
、

三
l

四
頁
)
。

(
日
)

前
掲
「
中
園
教
育
電
影
協
曾
概
況

(
自
二
十
七
年
二
月
至
三
十
二

年
十
一
月
)
」
、
四
頁
。

(
臼
)

向
上
、

二
、

一
五
頁
。

(
臼
)
一
九
三
九
年
一
一
月
一
七
日
、
四
川
省
政
府
数
育
鷹
↓
数
育
部
、

呈
(
数
育
部
棺
案
五
、
二
一

O
九
五
)
。

(
臼
)
一
九
三
八
年
九
月
四
日
、
「
数
育
部
教
育
播
音
塀
法
」
八
項
(
数

育
部
槍
案
五
、

一二

O
九
五
)。

(
日
)

「
数
育
部
数
育
播
音
一
覧
表
」
一
九
三
八
l
一
九
四
一
年

(数
育

部
槍
案
五
、
二
二

O
こ。

(
日
)

前
掲
、
拙
稿
「
日
中
戦
争
期
、
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
ラ
ジ

ォ
・
メ
デ
ィ
ア
空
間
を
め
ぐ
る
政
権
の
争
覇
」
、

一
七
四
頁
。

(
日
)

前
掲
「
重
慶
側
文
化
機
関
の
現
況
」

(一)、

九
五
頁
。

(
日
)
一

九
四

O
年
五
月
二
日
、
教
育
部
↓
四
川
な
ど
省
数
育
腐
・
重
慶

市
祉
曾
局
、
訓
令
(
数
育
部
棺
案
五
、
一

二
O
九
五
)。

(
印
)
一

九
四
O
年

一一

月
三
O
日
、
「
数
育
部
電
化
数
育
委
員
曾
章
程
」

(前
掲

「電
化
数
育
重
要
法
令
』
(
教
育
部
檎
案
五
、

二

二

七
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O
))
。

(ω)
一
九
四

O
年
三
月
九
日
、
教
育
部
批
曾
司
↓
教
育
部
長
、
呈

(
数

育
部
構
築
五
、
二
一

O
九
五
)
。
江
西
省
で
は
、
中
央
電
蓋
か
ら
ず

い
ぶ
ん
離
れ
て
お
り、

聴
取
が
困
難
な
と
き
が
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
、

教
育
臆
電
化
教
育
服
務
慮
は
地
元
の
放
送
局
と
協
議
し
て
、
毎
週

「科
撃
常
識
」「
術
生
講
座
」

「
婦
女
講
座
」
な
ど
の
番
組
を
放
途
し、

放
迭
教
育
に
貢
献
し
た

(電
化
数
育
服
務
庭
編
「
江
西
省
二
十
九
年

度
賓
施
矯
音
教
育
概
況
報
告
」
七
頁

(教
育
部
袷
案
五
、

二
二

四

一一一))。

(
日
)

楊
汝
熊

(数
育
部
訓
育
委
員
曾
組
主
任
)「
電
化
数
育
講
演
大
綱
」

(数
育
部
儲
築
五
、

一
一
二
三
五
)

(
臼
)

例
え
ば
、
健
康

(健
育
教
育
委
員
曾
)
、

衛
生

(
器
製
品似育
委
員

曾
)、
音
幾

(音
楽
教
育
委
員
舎
)
、
美
術

(美
術
教
育
委
員
合
)
、

公
民

(訓
練
研
究
委
員
曾
)
、
科
拳

・
家
庭

・
数
育
ニ
ュ

ー
ス

(紅

曾
数
育
司
)
、
廃
史
地
理

(史
地
数
育
委
員
曾
)、
図
語

(図
語
推
行

委
員
曾
)、
児
童

・
青
年

(園
民
政
府
教
育
司
)
、
凌
狸

(蒙
波
紋
育

司
)
、
戦
匿

(戦
匿
教
育
指
導
委
員
曾
)
と
い

っ
た
よ
う
に
で
あ
る

(「一

九
四

一
年
八
月
施
行
「
数
育
部
三
十
年
下
半
年
教
育
播
音
瞥

行
鱗
法
」
、
前
掲

『電
化
教
育
重
要
法
令
』
(教
育
部
檎
案
五
、

二
一

一
七
O
)
)
。

(
日
)
一

九
四

一
年
二
月

一
四
日
公
布
「
各
省
市
教
育
隠
附
設
電
化
教
育

服
務
庭
組
織
通
則
」
(
前
掲

『電
化
教
育
重
要
法
令
』
(数
育
部
格
案

五、

二
二

七
O
)
)
。

(
臼
)
一

九
四

一
年
九
月

二
二
日
起
施

「
教
育
部
中
央
執
行
委
員
曾
庚
播

事
業
管
理
庭
緋
理
電
播
数
育
合
作
織
法
」
、
中
図
園
民
集
中
央
執
行

委
員
舎
康
播
事
業
管
理
庭
↓
数
育
部
、
函

(数
育
部
槌
案
五
、

O
九
五
)
。

(
日
)

「三
十
年
度
補
助
各
省
市
矯
音
教
育
経
費
一

覧
表」

(第

一
批
計

一
O
省
一

一
九
四

一
年

一一

月
二
九
日
、
第
二
批
共

一一

省

二

九

四
九
年
九
月
二
五
日
)
(
教
育
部
指
案
五
、

一
一
二
三
五
)。

(
侃
)
一

九
三
九
年
九
月
二
五
日
、
江
西
教
育
廃
↓
数
育
部
、
呈
(
教
育

部
棺
家
五
、

二
二

四
三)。

(
切
)
一

九
四

O
年
五
月
二
六
日
、
江
西
省
教
育
臆
↓
数
育
部
、
呈
(
数

育
部
槍
案
五
、

二
二

四
三)。

(
侃
)
一
隅
建
省
数
育
鷹
「

一
九
四

一
年
一

l
九
月
工
作
報
告
」
(一

九
四

二
年

二
一
月

一
O
回
収、

省
政
府
教
育
腐
↓
教
育
部、

呈

(
教
育
部

棺
案
五
、

=
二
五
二
)
)
。

(ω
)
蘇
希
淘

「贋
西
省
政
府
教
育
膳
電
化
教
育
服
務
慮
二
九
年
度
工
作

椴
況
」
(
一

九
四

一
年
九
月
一
七
日
、

康
西
省
政
府
↓
数
育
部
、
次
口

(教
育
部
槍
案
五
、

二

二

五
七
))。

(
初
)

前
掲
「
中
園
教
育
電
影
協
舎
概
況

(自
二
十
七
年
二
月
至
三
十
二

年
十

一
月
)
」
、
一
五
頁
。

(
礼
)

『
数
育
部
中
華
数
育
電
影
製
片
廠
概
況
』
一

九
四
二
年
、
南
京
圏

書
館
歴
史
文
献
部
所
蔵
。

(η)

一
九
四
三
年

一
月

一
O
日
、
教
育
部
電
化
教
育
巡
廻
工
作
除
隊
長

劉
之
常
↓
数
育
部
、

呈

(
教
育
部
棺
案
五
、

一
二

一
一
四
)。

(
ね
)
一

九
四
二
年
八
月
八
日
、
教
育
部
電
化
教
育
巡
廻
工
作
隊
隊
長
劉

之
常
↓
数
育
部
部
長
、
呈
(
数
育
部
繕
案
五
、

一
二
一
一

四
)。

(
九
)
一

九
四
二
年

一一

月
二
三
日
、
教
育
部
電
化
教
育
巡
廻
工
作
隊
隊

長
劉
之
常
↓
敬
育
部
部
長
、
呈

(教
育
部
棺
案
五
、

一
一一一一

四
万
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(
万
)
「
各
省
電
化
数
育
巡
廻
工
作
隊

一
覧」

(
数
育
部
棺
案
五
、

一一

一
一一

四
)。

(
河
)

一
九
四
三
年
一

O
月
二
O
日
教
育
部
公
布
「
各
省
市
教
育
膳
局
電

化
教
育
補
導
庭
組
織
規
程
」

(数
育
部
槍
案
五
、

二

二

三
五
)
。

(
け
)

「
各
省
市
電
数
機
構
一
覧
表
」
(
数
育
部
指
案
五
、

二
一

O
八
二)。

(乃
)
一

九
四
四
年
七
月
、
西
康
省
政
府
数
育
磨
↓
数
育
部
、
皇
(
教
育

部
棺
案
五
、

=
二

五
O
)
。

(
乃
)
一
九
四
四
年
二
月
一

九
日
施
行
「
数
育
部
承
約
上
映
数
育
電
影
緋

法
」
(
数
育
部
槍
案
五
、
二
二
三
五
)
。

(
別
)
一

九
四
四
年
七
月
二
八
日
枚
、
金
陵
大
事
理
的
学
院
↓
中
央
汽
車

配
件
製
造
廠
、
公
函
(
重
慶
一
聯
勤
線
部
汽
車
棺
案
O
二一

四
、
一

二
七
九
)。

(
創
)

「
湖
北
省
政
府
教
育
隠
附
設
電
化
教
育
巡
廻
工
作
隊
快
復
工
作
」

(
一
九
四
四
年

一
二
月
二
六
日
、
湖
北
省
政
府
教
育
膳
↓
数
育
部
、

皇
(
数
育
部
繕
案
五
、
二
二
四
七
)
)
。

(
幻
)
一

九
四
六
年
四
月

一一

目
、
安
徽
省
政
府
数
育
鴎
↓
教
育
部
、

呈

(数
育
部
槍
案
五
、

二
二

四
O
)
。

(
回
)
一

九
四
四
年

一
二
月
四
日
、
漸
江
電
化
教
育
服
務
慮
↓
数
育
部
教

育
司
、
函
(
数
育
部
稽
案
五
、
二
二
三
七
)
。

(
鎚
)
一

九
四
二
年

二

一月
一

O
日
、
雲
南
省
敬
育
膳
↓
数
育
部
、
呈

(教
育
部
槍
案
五
、

二
二
五
八
)。

(
お
)

数
部
枇
数
隊
将
入
新
彊
工
作
「
甘
粛
電
数
庭
臨
東
施
数
概
述
」

一
九
四
三
年

二
一
月
製

329 

(
『
電
影
輿
播立日
」
第
三
巻
第
一

期、

一
九
四
四
年
二
月
、
五
頁
)。

(
初
)
一

九
四

一
年
一
一
月
一
七
日
、
雲
南
省
敬
育
鷹
↓
数
育
部
、
呈

(数
育
部
槍
案
五
、

二
二

五
八
)。

(
幻
)

「雲
南
省
敬
育
臆
三
十
一
年
度
電
化
数
育
工
作
報
園
」
(
一
九
四

三
年
四
月
一一一

目
、
雲
南
省
数
育
鷹
↓
数
育
部
、
皇
)
(
数
育
部
檎

案
五
、

二
二

五
八
)。

(
飽
)
一

九
四
二
年

二

一月

一
O
目
、
雲
南
省
数
育
腐
↓
数
育
部
、
呈

(
数
育
部
槍
案
五
、

二
二

五
八
)。

(
鈎
)
一
九
四
五
年
四
月
二
八
日
、
雲
南
省
教
育
謄
↓
敬
育
部
、
呈
(
数

育
部
槍
案
五
、
二

二

五
八
)。

(
卯
)
一
九
四
四
年
二
一
月
三
目
、
数
育
部
第
六

O
六
二
八
競
苔
逮
各
省

市
政
府

(教
育
部
槍
案
五
、

二
二
三
五
)
。

(
引
)
一

九
四
五
年

一
月
二

O
日、

北
碕
教
育
電
影
院
理
事
曾
主
席
銭
崇

溺
↓
北
倍
管
理
局
成
局
長
、
星
(
重
慶
一
北
碕
管
理
局
棺
案
O
O八

て
三
八
六
七
)
。

(
M
M
)

一
九
四
六
年
三
月

一
四
日
、
河
北
省
政
府
↓
教
育
部
、
次
口

(教
育

部
槍
案
五
、

二
二

六
O
)
。

(
幻
)
一
九
四
九
年
九
月
二
八
日
、
重
慶
市
数
育
局
電
化
教
育
巡
回
工
作

隊
↓
重
慶
市
教
育
局
、
代
電
(
重
慶
二
車
一
慶
市
教
育
局
槍
案
O
O
六

五
、
六
O
五
)
。

(似
)

一
九
四
九
年
九
月
二
日
枚
、

重
慶
市
教
育
局
↓
電
数
隊
、
訓
令

(
重
慶

一
重
慶
市
敬
育
局
指
案
O
O六
五
、
六

O
五)。
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Natural Foot Society by Mrs. Archibald Little.The Natural Foot Society (listing-

uished itselffrom the anti-footbindingmovement of the churches by extending its

menbership to those who were not Christians, and spreading itsinfluence especial-

1y on the Chinese intellectuals.The activitiesof the Natural Foot Society were not

particularlymarked by confidence or dynamism, but were ultimately able to obtain

a response from Chinese intellectuals.The Jiechanzuhui 戒纏足會(Restrict Foot-

binding Societies) were formed in Sichuan and Guangdong under the influence of

the Natural Foot Society. Liang Qichao 梁啓超introduced the Restrict Footbind一

面

Shanghai in June, 1897, the anti-footbinding movement of the Chinese took on

added impetus. Although itis clear that the Buchanzuhui was created under the in-

fluence of the Natural Foot Society, but those involved ｍ the movement deliber-

ately concealed that fact. The Chinese men thought the Buchanzuhui as one of the

politicalmeasures to save the country from foreign aggression. It was not some-

thing that could be conducted in concert with foreigners. The foreign ladies of the

Natural Foot Society, in contrast, thought the liberationfrom footbinding as "white

woman's burden."They could not cooperate because they had differentintensions.

Both the reformers and foreign ladies were situated at the periphery in their soci-

ety. They hoped to enhance their politicalpositions through the movement. The

anti-footbindingmovement can be seen as ａ struggle over the undeveloped politic-

al resource, the Chinese women. They fought for themselves rathar than for the

welfare of the Chinese women.

THE NATIONALIST GOVERNMENTﾀＳ POLICY OF ELECTRONIC

　　　　

EDUCATION AND ANTI-JAPANESE ＮＡＴＩＯＮＡＬＩＳＭ：

　　　　　

THE SHIFT FROM “PEOPLE'S ＥＤＵＣＡＴＩＯＮ”TO

　　　　　　　　　　　

“RESISTANCE ＥＤＵＣＡＴＩＯＮ”

KiSHI Toshihiko

　　

Movies and radio appeared as new media in Japan and in China under the

Nationalistsin the 1930s. In addition to theirimmediate use as devices for enter-

tainment, commercial advertising, and politicalpropaganda, they were also recog-

nized as valuable media for schools and socialeducation. The pedagogical methods

that used the two media were known as electronically projected-image and

broadcast-sound education. In 1936, prominent figures in the fieldof education de-

- ｊ-



bated and settled on the name electronic education as ａ concept to encompass ａ

combination of the two types, and the Ministry of Education also decided to press

local governments to implement electronic education throughout the nation･

　　

This articleelucidates both how the Ministry of Education and regional educa-

tional authorities went about implementing electronic education and the transition

of electronic education from “people's education” to“resistance education” with

the outbreak of the Sino-Jananese War. The object of this study is to examine the

contents of electronic information, which has heretofore gone unrecognized, but

more importantly to ｅχplorefrom t±iepoint of view of media and education the

politicalcharacter of the Nationalist regime in Chongqing, which had strengthened

its resistance stance. The reason for this is that in present-day China, electronic

education of this period is merely understood as the basis of media literacy educa-

tion, and the politicsthat fueled the ideology of the war of resistance have been

ignored.

　　

The preceding are the significant points of the electronic education im-

plemented by the Nationalist government in Chongqing. In order to clarifythese

points, the structure of this articleunfolds in the following manner.

　　

1. The introduction of electronicallyprojected and broadcast sound education.

　　

2. The implementation of electronic education on ａ nation-wide basis by the

　　　　

Ministry of Education.

　　

3. The introduction of“Resistance education” after the transfer of the capital

　　　　

to Chongqing･

　　

4. The emphasis on broadcast sound education.

　　

5. Itinerant media events during the war.

　　

In ｅχamining each section in this order, this articlerelies on materials of the

Ministry of Education from the Archives of the Second Chinese History Museum

and related materials from the Archives of City of Chongqing. The ｅχistenceof

these documents has made it possible to examine the entire range of electronic

education from itsinception to the end of the war and its significance.

- ６


